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まちの話題 in Miyakonojo

子
ど
も
に
よ
る

子
ど
も
の
た
め
の
祭
り

天
高
く
、

肉
食
す
秋

　小学5･6年生の子ども実行委員が中心となって企
画から運営までを行う「子どもフェスティバル」が
10月14日、中央公民館で開催されました。お化け屋
敷やミニゲーム、工作体験などのコーナーが設けら
れた会場に、家族連れら約2,500人が来場。イベン
トを楽しむ子どもたちの歓声が響いていました。

　秋晴れに恵まれた10月20日、都城焼肉カーニバル
が、観音池公園で開催されました。市内外から約
５万人が来場。来場者らは用意された炭火コンロで
都城産の牛肉や豚肉、鶏肉などを堪能しました。焼
肉終了後は、一万発を超える花火が夜空を華やかに
色どり、会場からは感嘆の声が上がりました。

初
め
て
の
歌
舞
伎
に

心
躍
ら
せ
る

楽
し
み
な
が
ら

環
境
を
学
ぶ

　NPO法人伝統文化みらい塾による歌舞伎鑑賞教室
が10月25日、菓子野小学校で開催されました。豊か
な心づくりを進める小・中学校アウトリーチ事業の
一環として行われた本教室。児童らは、歌舞伎の歴
史と隈

くま

取りを学び、源義経と弁慶が相対する「五条
橋」の鑑賞などに目を輝かせていました。

　都城市リサイクルプラザ「さいせい館」で10月27
日、都城市環境まつりが開催されました。「ごみ分
別でごみ減量」をテーマに、ソーラーバッタ製作教
室などの体験コーナーや環境啓発の絵画展示、ステ
ージイベントなどを企画。会場には、楽しみながら
環境を学ぶ子どもらの笑顔があふれていました。

威
風
堂
々
、

弥
五
郎
ど
ん
の
浜は

殿ま

下
り

商
店
街
を
暖
か
く
彩
る

手
作
り
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　文化庁から無形民俗文化財に選択されている山之
口弥五郎どん祭りが11月3日、的

まと

野
の

正
しょう

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

周辺で
開催されました。身の丈4mの弥五郎どんを先頭に、
獅子舞やみこしなど約120人が浜殿下り。弥五郎ど
んに触れると1年間無病息災で過ごせるとの言い伝
えから、多くの人が我先にと手を伸ばしていました。

　都城の冬の風物詩となったまちなかイルミネーシ
ョンの飾り付けが、11月の上旬から中旬にかけて行
われました。中央通り12番街でも11月15日に飾り付
けを実施。ほおずきを使った手作りイルミネーショ
ンのオレンジ色のやわらかい光が、1月14日㈪まで
来場者を出迎えています。

2広報 都城 平成30年12月号

今月の内容
02	 まちの話題

12	 帰っておいでよ、ふるさとへ

14	 1月は償却資産の申告月／都城市文化賞

15	 適正飲酒のすすめ／
	 12月は飲酒運転根絶強化月間

16	 人の風景

18	 INFORMATION（市からのお知らせ）

26	 行こうよ！　まるまる！／図書館だより

27	 美術館情報／施設紹介／
	 歴史探訪／伝承館だより

28	 盆地生まれの元気レシピ！

29	 国際交流員のひとりごと／わけもん通信／
	 今月のお便り

30	 みやこんじょ盛り上げ隊！／今月のプレゼント

31	 NPO通信／安全・安心情報／
	 番組紹介／現住人口／編集後記

都城盆地を眼下に
大空を舞う！

おいしい豚肉と大豆を
いただきます！

　大学のサークル19人で、金
御岳杯南九州ハンググライ
ダー大会に参加しました。初
めてこの大会に参加しました
が、景色も良く、飛び立つた
めのランチャー台や着陸場な
ど、きれいに整備されていて、
とても飛びやすかったです。
来年もぜひ、参加したいです。 白

し ろ ず

水 南
な ほ

帆さん

まちかどインタビュー

　ふるさと納税の寄附金を財
源にした、ふるさと給食や、地
産地消週間で市内の小・中学
校の給食において、地元農産
物を提供。観音池ポークなど
を使った給食を、児童・生徒
らは満足そうに頬張りました。

今月の表紙

特集04

九州大学文学部2年

「みやだいず物語」はじまる

晴れやかに祝う、結婚50年の節目！
　都城市合同金婚式を10月16日、総合文化ホール
で開催しました。50年の金婚を迎えた125組が出
席。出席者を代表して、前自治公民館連絡協議会
会長の坂元晃さん（五十町）が「妻のおかげでこ
こまで夫婦生活を続けて来られた。亭主関白で妻
に支えてもらった分、残りの人生は妻を中心に、
愉快に楽しく過ごしていきたい」とあいさつしま
した。式典後は落語家の桂歌春さんによる落語会
も行われ、祝賀ムードの会場に、たくさんの笑顔
が溢れていました。

まちなか活性化の取り組みに感謝！
　18年前から中心市街地の活性化をテーマにした

「コマーソウル都商」に取り組み、4月に開館し
たM

ま る ま る

allmallの来館者数100万人突破にも貢献した
都城商業高校に10月31日、池田市長が感謝状を贈
呈しました。四

し い

位優菜さん（商業科２年）は「前
日に１万人の来客予定を聞き、驚いたと同時にお
客さんに満足してもらえるように頑張った。100
万人突破に貢献できてうれしかったが、地域を活
性化するのはとても大変なことだと実感した」と
真剣な眼差しで話しました。
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まちの話題 in Miyakonojo

子
ど
も
に
よ
る

子
ど
も
の
た
め
の
祭
り

天
高
く
、

肉
食
す
秋

　小学5･6年生の子ども実行委員が中心となって企
画から運営までを行う「子どもフェスティバル」が
10月14日、中央公民館で開催されました。お化け屋
敷やミニゲーム、工作体験などのコーナーが設けら
れた会場に、家族連れら約2,500人が来場。イベン
トを楽しむ子どもたちの歓声が響いていました。

　秋晴れに恵まれた10月20日、都城焼肉カーニバル
が、観音池公園で開催されました。市内外から約
５万人が来場。来場者らは用意された炭火コンロで
都城産の牛肉や豚肉、鶏肉などを堪能しました。焼
肉終了後は、一万発を超える花火が夜空を華やかに
色どり、会場からは感嘆の声が上がりました。

初
め
て
の
歌
舞
伎
に

心
躍
ら
せ
る

楽
し
み
な
が
ら

環
境
を
学
ぶ

　NPO法人伝統文化みらい塾による歌舞伎鑑賞教室
が10月25日、菓子野小学校で開催されました。豊か
な心づくりを進める小・中学校アウトリーチ事業の
一環として行われた本教室。児童らは、歌舞伎の歴
史と隈

くま

取りを学び、源義経と弁慶が相対する「五条
橋」の鑑賞などに目を輝かせていました。

　都城市リサイクルプラザ「さいせい館」で10月27
日、都城市環境まつりが開催されました。「ごみ分
別でごみ減量」をテーマに、ソーラーバッタ製作教
室などの体験コーナーや環境啓発の絵画展示、ステ
ージイベントなどを企画。会場には、楽しみながら
環境を学ぶ子どもらの笑顔があふれていました。

威
風
堂
々
、

弥
五
郎
ど
ん
の
浜は

殿ま

下
り

商
店
街
を
暖
か
く
彩
る

手
作
り
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　文化庁から無形民俗文化財に選択されている山之
口弥五郎どん祭りが11月3日、的

まと

野
の

正
しょう

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

周辺で
開催されました。身の丈4mの弥五郎どんを先頭に、
獅子舞やみこしなど約120人が浜殿下り。弥五郎ど
んに触れると1年間無病息災で過ごせるとの言い伝
えから、多くの人が我先にと手を伸ばしていました。

　都城の冬の風物詩となったまちなかイルミネーシ
ョンの飾り付けが、11月の上旬から中旬にかけて行
われました。中央通り12番街でも11月15日に飾り付
けを実施。ほおずきを使った手作りイルミネーショ
ンのオレンジ色のやわらかい光が、1月14日㈪まで
来場者を出迎えています。



　食
用
だ
け
で
な
く
、
機
能
性
食
品
と

し
て
も
多
く
利
用
さ
れ
る
大
豆
。ま
た
、

飼
料
用
や
バ
イ
オ
燃
料
原
料
と
し
て
も

需
要
が
増
え
て
い
て
、
国
内
で
も
生
産

の
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　都
城
で
は
、
水
稲
の
転
作
作
物
と
し

て
、大
豆
の
生
産
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
中
に
は
、
お
つ
ま
み
と
し
て

よ
く
食
べ
ら
れ
る
枝
豆
が
、
大
豆
と
い

う
こ
と
を
知
ら
な
い
人
も
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　身
近
な
作
物
と
し
て
昔
か
ら
生
産
さ

れ
て
き
た
大
豆
は
、
江
戸
時
代
後
期
か

ら
、
み
そ
や
し
ょ
う
ゆ
の
原
料
と
し
て

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　都
城
で
は
明
治
に
創
業
し
た
企
業

が
、
現
在
も
み
そ
や
し
ょ
う
ゆ
な
ど
の

製
造
を
続
け
て
い
ま
す
。

　都
城
の
食
文
化
に
目
を
向
け
て
み
る

と
、大
豆
を
発
芽
さ
せ
た「
お
や
し
」は
、

お
で
ん
や
正
月
の
雑
煮
の
具
材
と
し
て

食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
や
し
を
食
べ

る
の
は
、
南
九
州
独
自
の
文
化
で
す
。

　昔
か
ら
私
た
ち
の
周
り
で
育
て
ら

れ
、
食
べ
ら
れ
て
き
た
大
豆
。
そ
の
大

豆
の
中
に
貴
重
な
在
来
種
も
受
け
継
が

れ
て
い
ま
し
た
。

　そ
の
在
来
種
は
「
み
や
だ
い
ず
」
と

名
付
け
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人

た
ち
が
関
わ
り
合
い
な
が
ら
、
地
域
で

育
て
、
地
域
で
発
展
さ
せ
よ
う
と
奮
闘

す
る
物
語
が
い
ま
、幕
を
開
け
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
　
秘
書
広
報
課
　
☎
23
－
３
１
７
４

地域で育て、地域で興す。

肉と焼酎に続く、畑の肉を食する。
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霧島山を前に広がる大豆畑。
市内の農家で見つかった在来種「みやだいず」の物語。

はじまる
みやだいず物語
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さ
れ
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飼
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燃
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拡
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ま
す
。
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稲
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て
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わ
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ま
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し
て

よ
く
食
べ
ら
れ
る
枝
豆
が
、
大
豆
と
い

う
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知
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い
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で
は

な
い
で
し
ょ
う
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。
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近
な
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し
て
昔
か
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生
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さ

れ
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き
た
大
豆
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江
戸
時
代
後
期
か

ら
、
み
そ
や
し
ょ
う
ゆ
の
原
料
と
し
て

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　都
城
で
は
明
治
に
創
業
し
た
企
業

が
、
現
在
も
み
そ
や
し
ょ
う
ゆ
な
ど
の

製
造
を
続
け
て
い
ま
す
。

　都
城
の
食
文
化
に
目
を
向
け
て
み
る

と
、大
豆
を
発
芽
さ
せ
た「
お
や
し
」は
、

お
で
ん
や
正
月
の
雑
煮
の
具
材
と
し
て

食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
や
し
を
食
べ

る
の
は
、
南
九
州
独
自
の
文
化
で
す
。

　昔
か
ら
私
た
ち
の
周
り
で
育
て
ら

れ
、
食
べ
ら
れ
て
き
た
大
豆
。
そ
の
大

豆
の
中
に
貴
重
な
在
来
種
も
受
け
継
が

れ
て
い
ま
し
た
。
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来
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だ
い
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」
と
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付
け
ら
れ
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ざ
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な
分
野
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た
ち
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関
わ
り
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い
な
が
ら
、
地
域
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育
て
、
地
域
で
発
展
さ
せ
よ
う
と
奮
闘

す
る
物
語
が
い
ま
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を
開
け
ま
し
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。
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せ

　
　
秘
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広
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課
　
☎
23
－
３
１
７
４

地域で育て、地域で興す。

肉と焼酎に続く、畑の肉を食する。
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【
ダ
イ
ズ
は
ど
こ
か
ら
】

　
ダ
イ
ズ
の
伝で

ん

播ぱ

に
は
諸
説
あ
り
、
中

国
の
東
北
部
か
ら
人
の
大
移
動
で
朝
鮮

半
島
や
東
南
ア
ジ
ア
に
伝
播
し
た
と
い

う
説
が
有
力
で
す
。
日
本
に
伝
播
し
た

ダ
イ
ズ
は
、
東
北
地
方
の
三
内
丸
山
遺

跡
で
発
見
さ
れ
た
約
５
千
年
前
の
縄
文

時
代
前
期
の
も
の
が
、
最
古
の
も
の
だ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
ダ
イ
ズ
の
祖
先
種
と
は
】

　
人
や
動
物
の
食
に
対
す
る
嗜し

好こ
う

性

は
、植
物
の
進
化
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

ダ
イ
ズ
も
、
人
が
大
き
な
粒
を
選
び
育

て
た
こ
と
で
進
化
し
ま
し
た
。
ダ
イ
ズ

の
祖
先
は
、実
の
黒
い
ツ
ル
マ
メ
で
す
。

ダ
イ
ズ
へ
の
進
化
の
過
程
は
解
明
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
ツ
ル
マ
メ
と
ダ
イ
ズ

と
の
中
間
体
は
日
本
で
も
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。

　
実
は
、
ツ
ル
マ
メ
の
圧
痕
が
山
之
口

町
花
木
の
王
子
山
遺
跡
で
発
見
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
圧
痕
は
、約
１
万
3
千
年
前

の
縄
文
時
代

草
創
期
の
も

の
で
、国
内
最

古
の
も
の
と

発
表
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、

縄
文
時
代
前

期
の
人
が
最

初
に
ダ
イ
ズ
を
食
べ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
か
な
り
前
の

時
代
か
ら
都
城
で
、
ツ
ル
マ
メ
を
食
べ

て
い
た
と
い
う
事
実
に
驚
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
都
城
の
食
文
化
を
調
べ
て

み
る
と
、
ダ
イ
ズ
を
始
め
と
す
る
発
酵

醸
造
の
文
化
が
息
づ
き
、
発
芽
さ
せ
た

大
豆「
お
や
し
」を
食
す
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

【
起
源
を
た
ど
る
】

　
今
後
、
実
際
に
調
査
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
現
代
の
都
城
の
人
の
白
い

み
そ
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
縄
文
時
代
の

ロ
マ
ン
を
求
め
、

　
　

  

起
源
を
た
ど
る

　み
や
だ
い
ず
の
始
ま
り
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　ダ
イ
ズ
の
研
究
を
進
め

る
宮
大
明
石
教
授
に
聞
き
ま
し
た
。

　
来
年
3
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
予
定
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
、

遺
跡
の
ジ
オ
ラ
マ
や
レ
プ
リ
カ
を
展
示

予
定
で
す
。

TOPIC

明あ
か
し石

　良
さ
ん

都
城
の
人
が
、
ず
っ
と
ツ
ル
マ
メ
を
食

べ
て
い
た
こ
と
に
影
響
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
黒
い
豆
の
中
に
、
白
い
豆
が
出
現
し

た
の
か
、
変
異
し
た
の
か
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
白
く
、
よ
り
大
き
な
豆
を
選

び
、そ
の
種
を
取
り
栽
培
し
た
こ
と
で
、

ツ
ル
マ
メ
が
大
豆
へ
と
進
化
し
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
れ
は
、他
の
遺
跡
で

発
掘
さ
れ
た
ツ
ル
マ
メ
の
痕
跡
か
ら
も

推
察
で
き
ま
す
。ま
た
、希
少
だ
っ
た
白

い
豆
を
人
々
が
重
宝
し
、
そ
の
一
部
が

お
や
し
と
し
て
食
べ
ら
れ
、
祝
い
の
席

の
食
材
と
し
て
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
在
来
種
の
見
つ
か
っ
た
都
城
で
、
植

生
だ
け
で
な
く
、
遺
跡
や
食
文
化
な
ど

王
子
山
遺
跡

も
合
わ
せ
て
調
査
研
究
し
て
い
き
な
が

ら
、
科
学
的
に
証
明
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
王
子
山
遺
跡
付
近
で
実
地
調

査
を
行
い
ま
す
。将
来
、世
界
初
の
ダ
イ

ズ
の
ル
ー
ツ
発
見
の
一
報
を
届
け
た
い

で
す
。
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【
研
究
に
必
要
な「
種
」を
求
め
て
】

　
生
命
科
学
分
野
の
研
究
の
発
展
に
欠

か
せ
な
い
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
。
バ
イ
オ

リ
ソ
ー
ス
と
は
、
研
究
用
材
料
と
し
て

の
動
物・
植
物・
微
生
物
の
系
統・
遺
伝

子
材
料
な
ど
や
、
ま
た
そ
れ
ら
の
情
報

の
こ
と
で
す
。

　
文
部
科
学
省
は
、
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス

の
整
備
を
行
う「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
バ
イ
オ

リ
ソ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
平
成
14

年
度
か
ら
開
始
。宮
大
で
は
、同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
お
け
る
ダ
イ
ズ
の
中
核
的
拠

点
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
で
い

て
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
管
理
す
る
の

が
明
石
良
教
授
で

す
。

　
明
石
教
授
は
、

全
国
の
大
学
や
研

究
機
関
な
ど
に
保

存
さ
れ
て
い
た
種

子
を
収
集
し
、
総

合
的
な
維
持・
管
理
と
研
究
機
関
へ
の

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
種
を
発
見
し
よ
う
と
、
地
域

に
残
さ
れ
た
種
子
に
も
着
目
。
全
国
で

発
行
さ
れ
る
農
業
関
連
の
新
聞
に
ダ
イ

ズ
の
種
子
の
提
供
を
呼
び
掛
け
、
平
成

22
年
に
都
城
市
内
の
農
家
か
ら
種
子
を

譲
り
受
け
ま
し
た
。

【
期
待
の
星
！
　都
城
在
来
種
】

　
都
城
の
農
家
か
ら
譲
り
受
け
た
種
子

を
平
成
22
年
か
ら
試
験
栽
培
し
、
収
量

や
生
育
過
程
な
ど
を
分
析
。
国
内
で
栽

培
さ
れ
る
ど
の
品
種
と
も
異
な
り
ま
し

た
。ま
た
、Ｄ
Ｎ
Ａ
の
解
析
に
よ
り
、比

較
的
古
い
品
種
の
フ
ク
ユ
タ
カ
よ
り
、

さ
ら
に
古
い
品
種
の「
都
城
在
来
種
」で

あ
る
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
収
量
品
種
の
フ
ク
ユ
タ
カ
な
ど
と

同
じ
条
件
で
試
験
栽
培
し
た
と
こ
ろ
、

確
認
さ
れ
た
在
来
種
が
、
同
程
度
か
上

回
る
収
量
が
得
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、ダ

イ
ズ
本
来
の
香
り
や
甘
み
が
強
い
と
い

う
特
徴
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
都
城
在
来

種
へ
の
期
待
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

【
商
標
登
録
の
意
義
】

　
宮
大
で
は
、
都
城
で
見
つ
か
っ
た
在

来
種
を
、
産
業
に
ど
の
よ
う
に
結
び
付

け
て
い
く
か
を
検
討
し
ま
し
た
。
し
か

し
、す
で
に
農
家
が
生
産・販
売
し
て
い

た
在
来
種
は
、
品
種
登
録
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
都
城
市
が
誇
る「
肉
」
と

「
焼
酎
」に
続
く
、畑
の
肉「
大
豆
」を
ブ

ラ
ン
ド
化
す

る
た
め
、
在
来

種
を「
み
や
だ

い
ず
」
の
名
称

で
商
標
登
録

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ

り
、
他
の
ダ
イ

ズ
と
の
差
別
化
が
図
ら
れ
、
都
城
在
来

種
と
い
う
特
別
感
を
生
か
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

【
み
や
だ
い
ず
が
つ
な
い
だ
産
学
官
連
携
】

　
明
石
教
授
は
、
み
や
だ
い
ず
の
普
及

促
進
と
付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
、
６

次
産
業
化
を
推
進
す
る
市
へ
相
談
。
市

の
声
掛
け
で
、市
内
の
し
ょ
う
ゆ・み
そ

事
業
者
や
農
事
組
合
法
人
、
Ｊ
Ａ
都
城

な
ど
と
の
協
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
み
や
だ
い
ず
の
試
験
栽
培
を
担
う
沖

水
地
区
の
農
事
組
合
法
人
３
法
人
と
、

ケ
ン
コ
ー
食
品
工
業
㈱（
鷹
尾
三
丁
目
）

が
手
を
組
ん
だ
こ
と
で
、
産
学
官
の
歯

車
が
回
り
始
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
今
年
７
月
、
宮
崎
大
学
と
市

が
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、
み
や
だ

い
ず
の
研
究
な
ど
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

見
つ
け
出
さ
れ
た

都
城
の
在
来
種

　他
の
植
物
と
同
じ
よ
う
に
、ダ
イ
ズ（
学
術
的
表
現
）に
も
系
統（
種し

ゅ

）が
あ
り
ま
す
。未
だ

に
確
認
さ
れ
て
い
な
い
種
を
探
究
し
、ま
た
新
た
に
研
究
を
行
う
の
が
、大
学
な
ど
の
研
究

機
関
で
す
。宮
崎
大
学
農
学
部（
宮
大
）で
は
、研
究
成
果
を
産
業
へ
転
化
す
る
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
ま
す
。

宮崎大学との包括連携協定を締結
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【
ダ
イ
ズ
は
ど
こ
か
ら
】

　
ダ
イ
ズ
の
伝で

ん

播ぱ

に
は
諸
説
あ
り
、
中

国
の
東
北
部
か
ら
人
の
大
移
動
で
朝
鮮

半
島
や
東
南
ア
ジ
ア
に
伝
播
し
た
と
い

う
説
が
有
力
で
す
。
日
本
に
伝
播
し
た

ダ
イ
ズ
は
、
東
北
地
方
の
三
内
丸
山
遺

跡
で
発
見
さ
れ
た
約
５
千
年
前
の
縄
文

時
代
前
期
の
も
の
が
、
最
古
の
も
の
だ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
ダ
イ
ズ
の
祖
先
種
と
は
】

　
人
や
動
物
の
食
に
対
す
る
嗜し

好こ
う

性

は
、植
物
の
進
化
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

ダ
イ
ズ
も
、
人
が
大
き
な
粒
を
選
び
育

て
た
こ
と
で
進
化
し
ま
し
た
。
ダ
イ
ズ

の
祖
先
は
、実
の
黒
い
ツ
ル
マ
メ
で
す
。

ダ
イ
ズ
へ
の
進
化
の
過
程
は
解
明
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
ツ
ル
マ
メ
と
ダ
イ
ズ

と
の
中
間
体
は
日
本
で
も
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。

　
実
は
、
ツ
ル
マ
メ
の
圧
痕
が
山
之
口

町
花
木
の
王
子
山
遺
跡
で
発
見
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
圧
痕
は
、約
１
万
3
千
年
前

の
縄
文
時
代

草
創
期
の
も

の
で
、国
内
最

古
の
も
の
と

発
表
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、

縄
文
時
代
前

期
の
人
が
最

初
に
ダ
イ
ズ
を
食
べ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
か
な
り
前
の

時
代
か
ら
都
城
で
、
ツ
ル
マ
メ
を
食
べ

て
い
た
と
い
う
事
実
に
驚
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
都
城
の
食
文
化
を
調
べ
て

み
る
と
、
ダ
イ
ズ
を
始
め
と
す
る
発
酵

醸
造
の
文
化
が
息
づ
き
、
発
芽
さ
せ
た

大
豆「
お
や
し
」を
食
す
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

【
起
源
を
た
ど
る
】

　
今
後
、
実
際
に
調
査
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
現
代
の
都
城
の
人
の
白
い

み
そ
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
縄
文
時
代
の

ロ
マ
ン
を
求
め
、

　
　

  

起
源
を
た
ど
る

　み
や
だ
い
ず
の
始
ま
り
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　ダ
イ
ズ
の
研
究
を
進
め

る
宮
大
明
石
教
授
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ま
し
た
。

　
来
年
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月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
予
定
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国
立
歴
史
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俗
博
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で
、

遺
跡
の
ジ
オ
ラ
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や
レ
プ
リ
カ
を
展
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予
定
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す
。
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。
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の
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は
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ま
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で
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ら
も
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で
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い
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を
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が
重
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、
そ
の
一
部
が

お
や
し
と
し
て
食
べ
ら
れ
、
祝
い
の
席

の
食
材
と
し
て
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
在
来
種
の
見
つ
か
っ
た
都
城
で
、
植

生
だ
け
で
な
く
、
遺
跡
や
食
文
化
な
ど

王
子
山
遺
跡

も
合
わ
せ
て
調
査
研
究
し
て
い
き
な
が

ら
、
科
学
的
に
証
明
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
王
子
山
遺
跡
付
近
で
実
地
調

査
を
行
い
ま
す
。将
来
、世
界
初
の
ダ
イ

ズ
の
ル
ー
ツ
発
見
の
一
報
を
届
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た
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。
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【
直
感
を
信
じ
る
】

　
宮
大
の
明
石
教
授
か
ら
み
や
だ
い
ず

の
話
を
聞
い
た
と
き
、
地
元
農
家
と
大

豆
の
契
約
栽
培
を
し
て
失
敗
し
た
20
代

の
こ
ろ
の
経
験
が
頭
を
か
す
め
、
初
め

は
無
理
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
み
や
だ
い
ず
の
生
産
利
用

会
議
に
参
加
し
て
み
る
と
、
Ｊ
Ａ
都
城

や
宮
大
、
行
政
が
一
堂
に
会
し
て
い
ま

し
た
。
日
頃
か
ら
、
Ｊ
Ａ
都
城
の
検
査

や
集
出
荷
体
制
な
ど
、
地
域
で
果
た
す

役
割
が
非
常
に
大
き
い
と
考
え
て
い
ま

し
た
の
で
、「
こ
れ
は
う
ま
く
い
く
」

と
直
感
し
ま
し
た
。

【
腹
を
く
く
っ
た
、全
量
買
い
取
り
】

　
若
い
頃
か
ら
地
元
産
に
こ
だ
わ
り
を

持
っ
て
い
た
の
で
、
都
城
在
来
の
大
豆

を
、地
域
で
育
て
、消
費
す
る
こ
と
は
、

地
域
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と

だ
と
考
え
ま
し
た
。

　
味
を
見
て
い
な
い
大
豆
を
扱
う
と
い

う
こ
と
は
、
イ
チ
か
バ
チ
か
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
。
さ
ら
に
、
生
産
者
と
の
協
議

で
、
全
量
買
い
取
り
と
い
う
高
い
ハ
ー

ド
ル
の
条
件
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
生
産

者
に
と
っ
て
も
、
販
路
が
決
ま
っ
て
い

な
い
も
の
を
育
て
る
こ
と
は
リ
ス
ク
が

高
か
っ
た
の
で
す
。

　
普
通
な
ら
こ
こ
で
諦
め
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
地
産
地
消
の
重
要
性
を
感
じ
て

い
た
た
め
、
腹
を
く
く
っ
て
全
量
買
い

取
り
を
申
し
出
て
、
自
社
で
「
み
や
だ

い
ず
」
を
扱
っ
て
い
く
こ
と
を
決
意
し

ま
し
た
。

【
地
産
地
消
の「
輪
」を
広
げ
る
】

　
1
年
目
は
、
１
等
級
の
割
合
が
少
な

く
、自
社
で
み
そ
な
ど
を
製
造
。２
年
目

は
、
Ｊ
Ａ
都
城
や
農
事
組
合
法
人
の
協

力
も
あ
っ
て
、
1
等
級
の
割
合
は
格
段

に
上
が
り
ま
し
た
。
品
質
が
上
が
っ
た

こ
と
で
、自
社
だ
け
で
な
く
、都
城
で
大

豆
を
原
料
と
し
て
扱
う
事
業
者
に
も
、

ぜ
ひ
、使
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、製

造
事
業
者
や
店
舗
な
ど
へ
足
を
運
び
紹

介
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で「
同
じ
大
豆
を
扱
う
な
ら
、

都
城
で
生
産
さ
れ
た
も
の
で
、
在
来
種

と
い
う
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
の

で
あ
れ
ば
、
み
や
だ
い
ず
を
使
っ
て
み

た
い
」と
い
う
声
を
多
く
聞
き
ま
し
た
。

　
大
豆
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。今
後
、世

界
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、日
本
へ
の
輸
入

が
減
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、製

吉
田
　努

さ
ん

造
事
業
者
の
意
見
を
ヒ
ン
ト
に
み
や
だ

い
ず
を
核
に
し
て
、地
産
地
消
の「
輪
」を

広
げ
て
い
こ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
】

　
都
城
の
ブ
ラ
ン
ド
を
リ
ー
ド
す
る

「
肉
と
焼
酎
」
に
続
く
、
み
や
だ
い
ず

を
都
城
の
特
産
品
と
す
る
、
み
や
だ
い

ず
地
域
お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
５
月

に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。農
業
や
製
造
業
、

広
告
業
な
ど
の
異
業
種
の
メ
ン
バ
ー
が

集
ま
り
、
生
産
現
場
の
課
題
や
新
商
品

開
発
な
ど
の
情
報
を
交
換
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
「
み
や
だ
い
ず
」
に
つ
い

て
、
日
夜
、
議
論
を
深
め
て
い
ま
す
。
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　み
や
だ
い
ず
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
成
功
の
鍵
と
は
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
と
な

っ
て
、み
や
だ
い
ず
の
可
能
性
に
掛
け
た
人
が
い
ま
す
。ケ
ン
コ
ー
食
品
工
業
㈱
代
表
取
締

役
吉
田
努
さ
ん
に
、思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

【
初
め
て
の
試
み
】

　
宮
大
の
明
石
教
授
か
ら
の
提
案
で
平

成
28
年
か
ら
始
ま
っ
た
試
験
栽
培
。
在

来
種
と
い
う
言
葉
の
響
き
に「
特
産
品

に
な
れ
ば
」と
い
う
思
い
が
生
ま
れ
、市

内
の
農
事
組
合
法
人「
き
ら
り
農
場
高

木
」や「
夢
フ
ァ
ー
ム
た
ろ
ぼ
う
」「
き
っ

と
か
な
田
」
の
３
法
人
が
栽
培
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
３
法
人
は
、
こ
れ
ま
で
も
フ
ク
ユ
タ

カ
を
栽
培
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、
み
や
だ
い

ず
を
栽
培
。み
や
だ
い
ず
は
、フ
ク
ユ
タ

カ
と
比
べ
、
種
ま
き
の
時
期
が
遅
れ
て

も
、よ
く
実
が
な
る
特
性
を
持
ち
ま
す
。

台
風
到
来
の
時
期
で
の
実
り
を
避
け
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
収
量
を
上
げ
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
栽
培
の
試
行

錯
誤
が
続
い
て
い
ま
す
。

【
試
験
栽
培
か
ら
生
産
拡
大
へ
】

　
大
豆
は
、
気
候
の
変
化
な
ど
の
影
響

が
、品
質
に
出
や
す
い
作
物
。そ
の
等
級

に
は
、１
～
３
等
級
ま
で
あ
り
、食
用
と

し
て
主
に
流
通
す
る
の
は
１
等
級
と
２

等
級
の
み
で
す
。

　
平
成
29
年
度
は
３
法
人
で
約
10
㌧
の

収
穫
を
見
込
ん
で
作
付
け
し
て
い
ま
し

た
が
、豪
雨
で
種
子
が
流
れ
た
り
、夕
立

ち
が
多
く
発
芽
率
が
低
か
っ
た
り
し
た

こ
と
で
、収
量
は
見
込
み
の
６
割
弱
。そ

の
う
ち
、
１
等
級
の
割
合
は
６
割
ほ
ど

で
し
た
。前
年
に
比
べ
、１
等
級
の
割
合

が
大
幅
に
増
え
、
種
ま
き
の
時
期
や
栽

培
間
隔
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
加

え
な
が
ら
、
一
歩
ず
つ
歩
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
豆
の
等
級
検
査
を
行
う
Ｊ

Ａ
都
城
が
、
み
や
だ
い
ず
の
保
管
を
担

う
こ
と
で
、
品
質
を
保
ち
な
が
ら
長
期

の
保
存
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
生
産
さ
れ
た
み
や
だ
い
ず

を
ケ
ン
コ
ー
食
品
工
業
㈱
が
、
全
量
引

き
受
け
て
い
る
こ
と
で
、
出
荷
先
に
不

安
が
な
く
、
安
心
し
て
栽
培
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
品
質
と
収
量
を
高
め
る
た

め
、
宮
大
や
北
諸
県
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
、
技
術
改
良

を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
生
産
者
と
し
て
高
品
質
の
も
の
を
安

定
的
に
供
給
し
て
い
く
努
力
が
必
要
だ

と
考
え
る
３
法
人
で
は
、日
々
、努
力
を

重
ね
な
が
ら
、み
や
だ
い
ず
の
一
大
産
地

化
に
向
け
た
機
運
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
は
６
㌶
、
30
年
は
８
㌶
を

栽
培
。フ
ク
ユ
タ
カ
と
比
べ
て
も
同
等
、

ま
た
は
そ
れ
以
上
の
成
果
の
あ
っ
た
畑

も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　予
期
せ
ず
、見
つ
け
出
さ
れ
た
都
城
在
来
種
の
み
や
だ
い
ず
。そ
の
特
色
を
生
か
し
、安

定
し
た
品
質
と
収
量
を
目
指
し
て
、試
行
錯
誤
が
続
き
ま
す
。

　
今
、注
目
を
集
め
て
い
る「
農
福
連
携
」。

実
は
、
こ
こ
で
も
み
や
だ
い
ず
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
自
分
ら
し
く
暮

ら
し
て
ゆ
け
る
環
境
と
地
域
づ
く
り
へ
」

を
活
動
理
念
に
掲
げ
る
都
城
三
股
農
福
連

携
協
議
会
は
、
医
療
機
関
や
介
護
施
設
と

連
携
し
、
介
護
の
必
要
な
高
齢
者
が
、
農

作
業
に
取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
国
内
初
の
「
農

福
リ
ハ
ビ
リ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
取
り
組

み
、
認
知
症
高
齢
者
が
意
欲
的
に
な
っ
た

り
、
心
身
機
能
の
回
復
が
見
ら
れ
た
り
す

る
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
地
元
の
発
酵
食
品
メ
ー
カ
ー
と

連
携
し
、
共
働
農
園
で
育
て
た
み
や
だ
い

ず
を
使
っ
た
「
手
作
り
味み

噌そ

教
室
」
も
開

催
す
る
予
定
で
す
。

TOPIC

都城三股農福連携協議会　岡元孝仁共同
代表（左）、岡元一

かず

徳
のり

プロデューサー兼
事務局長（右）

み
や
だ
い
ず
で

つ
な
が
る
「
輪
」

都
城
で
根
付
き
始
め
た

「
み
や
だ
い
ず
」
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【
直
感
を
信
じ
る
】

　
宮
大
の
明
石
教
授
か
ら
み
や
だ
い
ず

の
話
を
聞
い
た
と
き
、
地
元
農
家
と
大

豆
の
契
約
栽
培
を
し
て
失
敗
し
た
20
代

の
こ
ろ
の
経
験
が
頭
を
か
す
め
、
初
め

は
無
理
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
み
や
だ
い
ず
の
生
産
利
用

会
議
に
参
加
し
て
み
る
と
、
Ｊ
Ａ
都
城

や
宮
大
、
行
政
が
一
堂
に
会
し
て
い
ま

し
た
。
日
頃
か
ら
、
Ｊ
Ａ
都
城
の
検
査

や
集
出
荷
体
制
な
ど
、
地
域
で
果
た
す

役
割
が
非
常
に
大
き
い
と
考
え
て
い
ま

し
た
の
で
、「
こ
れ
は
う
ま
く
い
く
」

と
直
感
し
ま
し
た
。

【
腹
を
く
く
っ
た
、全
量
買
い
取
り
】

　
若
い
頃
か
ら
地
元
産
に
こ
だ
わ
り
を

持
っ
て
い
た
の
で
、
都
城
在
来
の
大
豆

を
、地
域
で
育
て
、消
費
す
る
こ
と
は
、

地
域
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と

だ
と
考
え
ま
し
た
。

　
味
を
見
て
い
な
い
大
豆
を
扱
う
と
い

う
こ
と
は
、
イ
チ
か
バ
チ
か
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
。
さ
ら
に
、
生
産
者
と
の
協
議

で
、
全
量
買
い
取
り
と
い
う
高
い
ハ
ー

ド
ル
の
条
件
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
生
産

者
に
と
っ
て
も
、
販
路
が
決
ま
っ
て
い

な
い
も
の
を
育
て
る
こ
と
は
リ
ス
ク
が

高
か
っ
た
の
で
す
。

　
普
通
な
ら
こ
こ
で
諦
め
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
地
産
地
消
の
重
要
性
を
感
じ
て

い
た
た
め
、
腹
を
く
く
っ
て
全
量
買
い

取
り
を
申
し
出
て
、
自
社
で
「
み
や
だ

い
ず
」
を
扱
っ
て
い
く
こ
と
を
決
意
し

ま
し
た
。

【
地
産
地
消
の「
輪
」を
広
げ
る
】

　
1
年
目
は
、
１
等
級
の
割
合
が
少
な

く
、自
社
で
み
そ
な
ど
を
製
造
。２
年
目

は
、
Ｊ
Ａ
都
城
や
農
事
組
合
法
人
の
協

力
も
あ
っ
て
、
1
等
級
の
割
合
は
格
段

に
上
が
り
ま
し
た
。
品
質
が
上
が
っ
た

こ
と
で
、自
社
だ
け
で
な
く
、都
城
で
大

豆
を
原
料
と
し
て
扱
う
事
業
者
に
も
、

ぜ
ひ
、使
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、製

造
事
業
者
や
店
舗
な
ど
へ
足
を
運
び
紹

介
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で「
同
じ
大
豆
を
扱
う
な
ら
、

都
城
で
生
産
さ
れ
た
も
の
で
、
在
来
種

と
い
う
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
の

で
あ
れ
ば
、
み
や
だ
い
ず
を
使
っ
て
み

た
い
」と
い
う
声
を
多
く
聞
き
ま
し
た
。

　
大
豆
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。今
後
、世

界
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、日
本
へ
の
輸
入

が
減
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、製

吉
田
　努

さ
ん

造
事
業
者
の
意
見
を
ヒ
ン
ト
に
み
や
だ

い
ず
を
核
に
し
て
、地
産
地
消
の「
輪
」を

広
げ
て
い
こ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
】

　
都
城
の
ブ
ラ
ン
ド
を
リ
ー
ド
す
る

「
肉
と
焼
酎
」
に
続
く
、
み
や
だ
い
ず

を
都
城
の
特
産
品
と
す
る
、
み
や
だ
い

ず
地
域
お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
５
月

に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。農
業
や
製
造
業
、

広
告
業
な
ど
の
異
業
種
の
メ
ン
バ
ー
が

集
ま
り
、
生
産
現
場
の
課
題
や
新
商
品

開
発
な
ど
の
情
報
を
交
換
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
「
み
や
だ
い
ず
」
に
つ
い

て
、
日
夜
、
議
論
を
深
め
て
い
ま
す
。
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ロ
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ク
ト
の
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、み
や
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ず
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に
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た
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ま
す
。ケ
ン
コ
ー
食
品
工
業
㈱
代
表
取
締

役
吉
田
努
さ
ん
に
、思
い
を
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き
ま
し
た
。



都
城
市

生
産
者

リ
ー
ダ
ー

製
造
者

デ
ザ
イ
ン

宮
崎
県

だ
い
ず
畑
に
大
き
な
ガ
イ
ド
表
示
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　広
が
っ
て
い
く
輪

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
か
ら
３
年
、

今
年
か
ら
、
み
そ
や
蒸
し
大
豆
な
ど
の

商
品
開
発
や
、
販
路
開
拓
な
ど
の
６
次

化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

１
次
・
２
次
・

３
次
産
業
の
人

た
ち
だ
け
で
な

く
、
各
行
政
機

　つ
む
い
で
い
く
み
ん
な
の
思
い

　
11
月
、
市
内
の
小
・
中
学
校
な
ど
の

給
食
で
、
み
や
だ
い
ず
が
食
材
と
し
て

提
供
さ
れ
ま
し
た
。
身
近
な
畑
で
育
っ

た
安
全
・
安
心
な
み
や
だ
い
ず
。
私
た

ち
も
そ
れ
を
食
す
る
地
産
地
消
の
考
え

方
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
。都
城
で
み
や
だ
い
ず
を
生
産
し
、

加
工
販
売
す
る
一
連
の
中
で
、
農
商
工

連
携
で
地
域
を
活
気
付
か
せ
、
一
大
産

地
化
す
る
こ
と
が
夢
で
す
。

　
そ
し
て
、
都
城
を
代
表
す
る
「
肉
と

焼
酎
」
に
続
く
、
畑
の
肉
「
み
や
だ
い

ず
」
を
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
育
て

て
い
き
た
い
で
す
。

　思
い
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

　
都
城
在
来
の
み
や
だ
い
ず
の
存
在

に
、一
消
費
者
と
し
て
、と
て
も
わ
く
わ

く
し
て
い
ま
す
。
自
分
も
何
か
関
わ
り

た
い
と
思
い
、
専
門
分
野
の
デ
ザ
イ
ン

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

み
や
だ
い
ず
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
は
、
一

年
を
通
し
て
大
地
で
育
つ
大
豆
が
、
実

を
結
び
、
収
穫
さ
れ
る
循
環
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
重
要
に

な
り
ま
す
。
み
や
だ
い
ず
の
認
知
度
ア

ッ
プ
と
、
生
産
者
に
よ
り
誇
り
を
持
っ

て
栽
培
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
み
や

　
都
城
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

大
豆
「
み
や
だ
い
ず
」。
そ
の
大
豆
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
に
秘
め
ら
れ
た
、
都
城
の
食
文

化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
壮
大
な
ロ
マ

ン
に
、
と
き
め
き
を
感
じ
た
人
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
る
鍵
と
な
っ
た

の
が
、
大
豆
の
歴
史
を
ひ
も
解
こ
う
と

す
る
人
や
、
大
豆
に
夢
を
懸
け
る
人
た

ち
で
す
。「
み
や
だ
い
ず
」
は
、
研
究

機
関
や
農
商
工
、
行
政
機
関
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
人
た
ち
を
巻
き
込
み
、
肉
と

焼
酎
に
続
く
、
都
城
の
新
し
い
ブ
ラ
ン

ド
と
い
う
大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て
動

き
出
し
ま
し
た
。

　
思
い
を
一
つ
に
、
み
や
だ
い
ず
を
こ

の
地
で
育
て
、
食
を
つ
く
り
出
し
、
発

展
さ
せ
、
そ
し
て
大
豆
の
一
大
産
地
化

を
夢
見
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
。

そ
の
メ
ン
バ
ー
が
日
夜
、
奮
闘
す
る
姿

に
胸
が
熱
く
な
り
、
大
き
な
期
待
と
わ

く
わ
く
す
る
よ
う
な
高
揚
感
を
感
じ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
先
の
「
み
や
だ
い
ず
物
語
」
の

展
開
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

関
や
研
究
機
関
と
の
橋
渡
し
を
す
る
こ

と
も
市
の
役
割
で
す
。

　
み
や
だ
い
ず
は
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
味
の
特
性
や
食
べ
方
を

伝
え
な
が
ら

魅
力
を
発
信

し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で

す
。

　
み
や
だ
い

ず
を
中
心
と

し
た
取
り
組

み
の「
輪
」が

大
き
く
広
が

る
と
う
れ
し

い
で
す
。

［
取
材
を
終
え
て
］

待
望
の
「
み
や
だ
い
ず
物
語
」
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都
城
市
ふ
る
さ
と
産
業
推
進
局

井
ノ
上
亜
里
沙
さ
ん

農
事
組
合
法
人
夢
フ
ァ
ー
ム
た
ろ
ぼ
う

竹
之
下
征ゆ

く

秀ひ
で

代
表
理
事
組
合
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み
や
だ
い
ず
地
域
お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
メ
ン
バ
ー
に
、
今
後
の
展
望
を
聞
き

ま
し
た
。

　大
豆
生
産
を
み
や
だ
い
ず
一
本
に

　
農
地
の
利
用
や
助
成
制
度
の
観
点
か

ら
も
、大
豆
生
産
は
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
み
や
だ
い
ず
を
大
々
的
に
生
産

で
き
る
よ
う
な
体
制
に
し
て
い
き
た
い

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
み

や
だ
い
ず
に
関
わ
る
全
て
の
人
と
の
連

携
が
鍵
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
み
や
だ

い
ず
と
他
の
作
物
の
生
産
計
画
を
体
系

化
す
る
こ
と
で
、
安
定
生
産
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
１
次
・
２
次
・
３
次
産
業
が
み
や
だ

い
ず
を
中
心
に
手
を
携
え
て
い
け
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協

力
し
て
い
き
た
い
で
す
。
需
給
バ
ラ
ン

ス
な
ど
、
課
題
も
多
い
で
す
が
、
大
豆

栽
培
を
み
や
だ
い
ず
一
本
に
絞
っ
て

や
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　品
質
向
上
の
一
翼
を
担
う

　
大
豆
は
、
南
九
州
の
気
候
に
少
し
合

わ
ず
、
品
質
が
ば
ら
つ
く
な
ど
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、生
産
を
支
え
る

販
売
体
制
が
確
立
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
強
み
を
生
か
す
た
め
に
も
、
求

め
ら
れ
る
品
質
や
収
量
を
目
指
し
、
県

も
土
壌
改
良
や
栽
培
な
ど
の
技
術
指
導

を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

　こ
だ
わ
り
を
商
品
へ

　
国
産
の
大
豆
を
探
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
在
来
種
の
都
城
産
大
豆
が
あ
る
と

聞
き
、と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

国
産
と
表
示
し
て
販
売
す
る
よ
り
、
詳

し
い
産
地
を
表
示
し
た
方
が
イ
ン
パ
ク

ト
が
あ
っ
て
、
何
よ
り
特
別
感
が
あ
り

ま
す
。

　
み
や
だ
い
ず
を
使
っ
た
試
作
品
の
豆

腐
を
、
モ
ニ
タ
ー
に
食
べ
て
も
ら
い
ま

し
た
が
「
コ
ク
が
あ
っ
て
お
い
し
い
」

と
好
評
で
し
た
。
地
元
の
生
産
者
が
心

を
込
め
て
作
っ
た
大
豆
を
利
用
し
、
お

客
さ
ん
が
喜
ぶ
商
品
を
作
っ
て
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で

す
。
み
や
だ
い
ず
が
、
佐
賀
産
や
北
海

道
産
の
大
豆
と
肩
を
並
べ
ら
れ
る
よ

う
、
一
緒
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

次なる章へ思いをつむぐ「みやだいず物語」

みやだいずを使った製品
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都
城
市

生
産
者

リ
ー
ダ
ー

製
造
者

デ
ザ
イ
ン

宮
崎
県

だ
い
ず
畑
に
大
き
な
ガ
イ
ド
表
示
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　広
が
っ
て
い
く
輪

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
か
ら
３
年
、

今
年
か
ら
、
み
そ
や
蒸
し
大
豆
な
ど
の

商
品
開
発
や
、
販
路
開
拓
な
ど
の
６
次

化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

１
次
・
２
次
・

３
次
産
業
の
人

た
ち
だ
け
で
な

く
、
各
行
政
機

　つ
む
い
で
い
く
み
ん
な
の
思
い

　
11
月
、
市
内
の
小
・
中
学
校
な
ど
の

給
食
で
、
み
や
だ
い
ず
が
食
材
と
し
て

提
供
さ
れ
ま
し
た
。
身
近
な
畑
で
育
っ

た
安
全
・
安
心
な
み
や
だ
い
ず
。
私
た

ち
も
そ
れ
を
食
す
る
地
産
地
消
の
考
え

方
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
。都
城
で
み
や
だ
い
ず
を
生
産
し
、

加
工
販
売
す
る
一
連
の
中
で
、
農
商
工

連
携
で
地
域
を
活
気
付
か
せ
、
一
大
産

地
化
す
る
こ
と
が
夢
で
す
。

　
そ
し
て
、
都
城
を
代
表
す
る
「
肉
と

焼
酎
」
に
続
く
、
畑
の
肉
「
み
や
だ
い

ず
」
を
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
育
て

て
い
き
た
い
で
す
。

　思
い
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

　
都
城
在
来
の
み
や
だ
い
ず
の
存
在

に
、一
消
費
者
と
し
て
、と
て
も
わ
く
わ

く
し
て
い
ま
す
。
自
分
も
何
か
関
わ
り

た
い
と
思
い
、
専
門
分
野
の
デ
ザ
イ
ン

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

み
や
だ
い
ず
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
は
、
一

年
を
通
し
て
大
地
で
育
つ
大
豆
が
、
実

を
結
び
、
収
穫
さ
れ
る
循
環
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
重
要
に

な
り
ま
す
。
み
や
だ
い
ず
の
認
知
度
ア

ッ
プ
と
、
生
産
者
に
よ
り
誇
り
を
持
っ

て
栽
培
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
み
や

　
都
城
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

大
豆
「
み
や
だ
い
ず
」。
そ
の
大
豆
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
に
秘
め
ら
れ
た
、
都
城
の
食
文

化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
壮
大
な
ロ
マ

ン
に
、
と
き
め
き
を
感
じ
た
人
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
る
鍵
と
な
っ
た

の
が
、
大
豆
の
歴
史
を
ひ
も
解
こ
う
と

す
る
人
や
、
大
豆
に
夢
を
懸
け
る
人
た

ち
で
す
。「
み
や
だ
い
ず
」
は
、
研
究

機
関
や
農
商
工
、
行
政
機
関
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
人
た
ち
を
巻
き
込
み
、
肉
と

焼
酎
に
続
く
、
都
城
の
新
し
い
ブ
ラ
ン

ド
と
い
う
大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て
動

き
出
し
ま
し
た
。

　
思
い
を
一
つ
に
、
み
や
だ
い
ず
を
こ

の
地
で
育
て
、
食
を
つ
く
り
出
し
、
発

展
さ
せ
、
そ
し
て
大
豆
の
一
大
産
地
化

を
夢
見
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
。

そ
の
メ
ン
バ
ー
が
日
夜
、
奮
闘
す
る
姿

に
胸
が
熱
く
な
り
、
大
き
な
期
待
と
わ

く
わ
く
す
る
よ
う
な
高
揚
感
を
感
じ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
先
の
「
み
や
だ
い
ず
物
語
」
の

展
開
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

関
や
研
究
機
関
と
の
橋
渡
し
を
す
る
こ

と
も
市
の
役
割
で
す
。

　
み
や
だ
い
ず
は
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
味
の
特
性
や
食
べ
方
を

伝
え
な
が
ら

魅
力
を
発
信

し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で

す
。

　
み
や
だ
い

ず
を
中
心
と

し
た
取
り
組

み
の「
輪
」が

大
き
く
広
が

る
と
う
れ
し

い
で
す
。

［
取
材
を
終
え
て
］

待
望
の
「
み
や
だ
い
ず
物
語
」
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　「会社四季報」などを出版する東洋経済新
報社が、さまざまな分野の統計情報を元に、
全国の市や特別区が持つ「都市力」を毎年数
値として表している「住みよさランキング」。
本市は、県内において2015年から４年連続
１位を獲得しています。
　人口当たりの病院数や介護老人施設定員
数、年少人口増減率などから表す「安心度」や、
人口当たりの小売業年間販売額、大型店舗面
積などで表す「利便度」で、特に高い評価を
受けています。

㈱九州コガネイ

大磯 一
いっ

生
せい

さん（高木町）

　市出身で、都城高専を卒業後、県外へ進学。広
島県で14年間働いていました。長男ということ
もあり、いつか都城に帰りたい思いがありました。
そして、妻の勧めもあり、今年３月にＵターン。
　県のＵＩＪターンセンターから市の移住相談窓
口を紹介され、助成金や空き家情報などを相談し
ました。そのとき、近隣の市や町と比べ、サポー
トの種類が多く充実していることを感じました。
特に、引っ越し時の補助金は、とても助かりました。
　Ｕターンしたことで、通勤時間が短くなり、家
族との時間が増え、何より、子育ての時間が充実
したことを喜んでいます。

家族と過ごす時間が
増え、充実した毎日
を過ごしています

住みよさランキング県内順位

1位 都城市

日向市

宮崎市

小林市

延岡市

西都市

日南市

串間市

えびの市

2位

3位

4位

5位

6位

7位

8位

9位

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

Ｕ
タ
ー
ン
者
に
対
す
る
積
極
的
な
支
援

　
市
で
は
Ｕ
タ
ー
ン
者
に
対
す
る
積
極
的

な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
東
京
や
福
岡

市
な
ど
で
暮
ら
す
家
族
や
友
人
に
、
ぜ

ひ
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
移
住
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
座
談
会

　
曽
於
市
や
志
布

志
市
、
三
股
町
お

よ
び
市
内
の
企
業

と
連
携
し
、
福
岡

県
で
Ｕ
タ
ー
ン
希

望
者
な
ど
に
、
本

市
の
働
く
場
を
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も

に
、
地
元
企
業
の
人
材
確
保
に
つ
な
げ
る

た
め
の
就
職
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
座
談
会
に
は
、
地
元
企
業
20
社
が

参
加
。
時
間
に
制
限
が
な
い
こ
と
か
ら
、

十
分
な
情
報
収
集
や
相
談
が
で
き
ま
す
。

◦
日
時
　
２
月
23
日
㈯
　
13
時
～
17
時
、

　
　
　
　
２
月
24
日
㈰
　
10
時
～
15
時

◦
場
所
　
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
（
福
岡
市

中
央
区
天
神
１-

４-

２
）

●
就
職
に
関
す
る
県
外
の
相
談
窓
口

　
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
を
支
援
す
る
た
め
、

市
で
は
東
京
や
福
岡
市
、
九
州
各
県
の
計

９
箇
所
に
「
都
城
移
住
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

相
談
窓
口
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
に
対
し
て
、
企
業
情

報
を
提
供
し
、
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
常
駐
ス

タ
ッ
フ
が
、
市
の
移
住
・
定
住
施
策
の
紹

介
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ

い
。

充
実
！
　
助
成
制
度

●
転
職
応
援
補
助
金

　
Ｕ
タ
ー
ン
転
職
を
機
に
市
へ
転
入
し
、

市
内
の
事
業
所
へ
正
社
員
と
し
て
採
用
さ

れ
た
人
に
対
し
て
、
1
世
帯
最
大
１
０
０

万
円
を
補
助
し
ま
す
。

【
補
助
内
容
】

◦�

転
居
費
用
の
50
㌫
以
内（
上
限
40
万
円
）

◦�

家
賃
1
年
分
の
50
㌫
以
内
（
上
限
60
万

円
）

●
お
試
し
滞
在
制
度

　
仕
事
や
住
居
を
探
す
な
ど
、
Ｕ
タ
ー
ン

の
た
め
の
活
動
を
行
う
目
的
で
本
市
に
滞

在
す
る
人
に
対
し
、
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
料

50
㌫
以
内
（
一
日
当
た
り
上
限
２
、５
０

０
円
、
最
大
３
日
間
）
を
補
助
し
ま
す
。

●
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

　
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
人
が
「
空
き
家
等
情
報

バ
ン
ク
」
の
登
録
物
件
を
購
入
し
、
改
修

工
事
や
不
要
物
の
撤
去
を
行
う
際
に
、
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
補
助
内
容
】

◦
改
修
費
用
の
50
㌫
以
内（
上
限
50
万
円
）

◦�

不
要
物
撤
去
費
用
の
50
㌫
以
内
（
上
限

10
万
円
）

空
き
家
等
情
報
バ
ン
ク

　
市
で
は
、
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る

た
め「
都
城
市
空
き
家
等
情
報
バ
ン
ク
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
賃
貸
や
売
却
を

検
討
し
て
い
る
空
き
家
な
ど
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、
相
談
く
だ
さ
い
。

トピック
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　市では、人口減少対策のため、市外からの移住・定住を促
すさまざまな支援制度を用意しています。今回は、都市部な
どからのＵターンに焦点を当てて特集します。
　正月の帰省の際、ふるさと「都城」を離れて暮らす家族や
友人に「都城へ帰っておいでよ」と、声掛けくださいね。

◎問い合わせ　総合政策課　☎23-7161

帰っておいでよ、
ふるさとへ。

思
い
が
募
る
ふ
る
さ
と
で
の「
暮
ら
し
」

　
大
学
進
学
や
就
職
を
機
会
に
、
ふ
る
さ

と
都
城
を
遠
く
離
れ
て
都
会
で
働
く
人
々
。

「
親
の
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
」「
自
然
豊

か
な
環
境
で
子
育
て
が
し
た
い
」「
都
会

の
生
活
か
ら
開
放
さ
れ
た
い
」
な
ど
、
ふ

る
さ
と
へ
の
思
い
を
募
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ふ
る
さ
と
で
暮
ら
す
親
た
ち
は
、

年
を
重
ね
る
と
、
子
ど
も
に
側
に
い
て
ほ

し
い
と
思
い
を
強
め
る
も
の
で
す
。

地
方
で
の
暮
ら
し
は
不
便
？

　
都
会
で
暮
ら
す
人
が
、
い
ざ
、
地
方
で

の
暮
ら
し
を
考
え
る
と
「
ど
の
よ
う
な
仕

事
が
あ
る
か
知

ら
な
い
・
分
か

ら
な
い
」「
給

料
が
下
が
る
こ

と
で
生
活
で
き

る
か
」「
住
宅

の
確
保
や
転
居

費
用
」
な
ど
の

不
安
に
直
面
し

ま
す
。

Ｕ
タ
ー
ン
す
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
都
城

　
人
口
16
万
１
、９
８
８
人
（
11
月
現
在

現
住
人
口
）
の
本
市
は
、
九
州
で
12
番
目

の
地
方
都
市
で
す
。

　
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
林
畜
産
業
を
中
心
に
、
製
造
品
等

出
荷
額
が
県
内
１
位
の
製
造
業
や
、
小
売

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
も
盛
ん
で
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
産
業
構
造
で
あ
り
、
働
く
場
が
多
い

こ
と
も
特
徴
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
産
科
医
と
都
城
医
療
セ

ン
タ
ー
が
密
接
に
連
携
す
る
こ
と
で
、
出

産
に
ま
つ
わ
る
周
産
期
医
療
体
制
は
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
子
ど
も
を
安
心
し
て
生

む
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
し
て
、
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い

る
保
育
園
の
待
機
児
童
は
ゼ
ロ
。
安
心
し

て
子
ど
も
を
預

け
、
働
く
こ
と
が

で
き
る
環
境
が
整

っ
て
い
る
な
ど
、

若
い
世
代
に
と
っ

て
も
、
生
活
す
る

上
で
魅
力
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

市
の
相
談
窓
口

　
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
移
住
支
援
制
度

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と「
都
城
」

へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を

検
討
し
て
い
る
家

族
や
友
人
が
い
た

ら
、
市
の
移
住
相

談
窓
口
（
総
合
政

策
課
☎
23-

７
１

６
１
）へ
、
ぜ
ひ
、

問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

Ｕターン情報満載！
都城市移住定住支援サイト
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　「会社四季報」などを出版する東洋経済新
報社が、さまざまな分野の統計情報を元に、
全国の市や特別区が持つ「都市力」を毎年数
値として表している「住みよさランキング」。
本市は、県内において2015年から４年連続
１位を獲得しています。
　人口当たりの病院数や介護老人施設定員
数、年少人口増減率などから表す「安心度」や、
人口当たりの小売業年間販売額、大型店舗面
積などで表す「利便度」で、特に高い評価を
受けています。

㈱九州コガネイ

大磯 一
いっ

生
せい

さん（高木町）

　市出身で、都城高専を卒業後、県外へ進学。広
島県で14年間働いていました。長男ということ
もあり、いつか都城に帰りたい思いがありました。
そして、妻の勧めもあり、今年３月にＵターン。
　県のＵＩＪターンセンターから市の移住相談窓
口を紹介され、助成金や空き家情報などを相談し
ました。そのとき、近隣の市や町と比べ、サポー
トの種類が多く充実していることを感じました。
特に、引っ越し時の補助金は、とても助かりました。
　Ｕターンしたことで、通勤時間が短くなり、家
族との時間が増え、何より、子育ての時間が充実
したことを喜んでいます。

家族と過ごす時間が
増え、充実した毎日
を過ごしています

住みよさランキング県内順位

1位 都城市

日向市

宮崎市

小林市

延岡市

西都市

日南市

串間市

えびの市

2位

3位

4位

5位

6位

7位

8位

9位

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

Ｕ
タ
ー
ン
者
に
対
す
る
積
極
的
な
支
援

　
市
で
は
Ｕ
タ
ー
ン
者
に
対
す
る
積
極
的

な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
東
京
や
福
岡

市
な
ど
で
暮
ら
す
家
族
や
友
人
に
、
ぜ

ひ
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
移
住
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
座
談
会

　
曽
於
市
や
志
布

志
市
、
三
股
町
お

よ
び
市
内
の
企
業

と
連
携
し
、
福
岡

県
で
Ｕ
タ
ー
ン
希

望
者
な
ど
に
、
本

市
の
働
く
場
を
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も

に
、
地
元
企
業
の
人
材
確
保
に
つ
な
げ
る

た
め
の
就
職
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
座
談
会
に
は
、
地
元
企
業
20
社
が

参
加
。
時
間
に
制
限
が
な
い
こ
と
か
ら
、

十
分
な
情
報
収
集
や
相
談
が
で
き
ま
す
。

◦
日
時
　
２
月
23
日
㈯
　
13
時
～
17
時
、

　
　
　
　
２
月
24
日
㈰
　
10
時
～
15
時

◦
場
所
　
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
（
福
岡
市

中
央
区
天
神
１-

４-

２
）

●
就
職
に
関
す
る
県
外
の
相
談
窓
口

　
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
を
支
援
す
る
た
め
、

市
で
は
東
京
や
福
岡
市
、
九
州
各
県
の
計

９
箇
所
に
「
都
城
移
住
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

相
談
窓
口
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
に
対
し
て
、
企
業
情

報
を
提
供
し
、
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
常
駐
ス

タ
ッ
フ
が
、
市
の
移
住
・
定
住
施
策
の
紹

介
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ

い
。

充
実
！
　
助
成
制
度

●
転
職
応
援
補
助
金

　
Ｕ
タ
ー
ン
転
職
を
機
に
市
へ
転
入
し
、

市
内
の
事
業
所
へ
正
社
員
と
し
て
採
用
さ

れ
た
人
に
対
し
て
、
1
世
帯
最
大
１
０
０

万
円
を
補
助
し
ま
す
。

【
補
助
内
容
】

◦�

転
居
費
用
の
50
㌫
以
内（
上
限
40
万
円
）

◦�
家
賃
1
年
分
の
50
㌫
以
内
（
上
限
60
万

円
）

●
お
試
し
滞
在
制
度

　
仕
事
や
住
居
を
探
す
な
ど
、
Ｕ
タ
ー
ン

の
た
め
の
活
動
を
行
う
目
的
で
本
市
に
滞

在
す
る
人
に
対
し
、
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
料

50
㌫
以
内
（
一
日
当
た
り
上
限
２
、５
０

０
円
、
最
大
３
日
間
）
を
補
助
し
ま
す
。

●
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

　
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
人
が
「
空
き
家
等
情
報

バ
ン
ク
」
の
登
録
物
件
を
購
入
し
、
改
修

工
事
や
不
要
物
の
撤
去
を
行
う
際
に
、
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
補
助
内
容
】

◦
改
修
費
用
の
50
㌫
以
内（
上
限
50
万
円
）

◦�

不
要
物
撤
去
費
用
の
50
㌫
以
内
（
上
限

10
万
円
）

空
き
家
等
情
報
バ
ン
ク

　
市
で
は
、
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る

た
め「
都
城
市
空
き
家
等
情
報
バ
ン
ク
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
賃
貸
や
売
却
を

検
討
し
て
い
る
空
き
家
な
ど
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、
相
談
く
だ
さ
い
。

トピック
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アルコール度数 5％

アルコール度数 40％ アルコール度数 14％

お
酒
を
飲
む
な
ら
、

「
爽
快
で
陽
気
に
な
る
」ま
で

　
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
っ
て
脳
が
ま
ひ
す

る
「
酔
い
」
の
状
態
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
血

中
濃
度
に
よ
っ
て
、
爽
快
期
、
ほ
ろ
酔
い

期
、
酩め

い

酊て
い

初
期
、
酩
酊
期
、
泥
酔
期
、
昏こ

ん

睡す
い

期
の
６
段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
お
酒

を
楽
し
く
感
じ
る
の
は
「
爽
快
期
」
ま
で

で
す
。「
ほ
ろ
酔
い
期
」
を
超
え
る
と
吐

週
に
２
日
は「
休
肝
日
」

　
適
量
で
も
、
毎
日
お
酒
を
飲
む
こ
と
は

身
体
に
負
担
を
か
け
ま
す
。
週
に
２
日
は

休
肝
日（
お
酒
を
飲
ま
な
い
日
）を
設
け
、

肝
臓
を
休
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
年
末
年
始
に
か
け
て
、
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。
飲
み
過
ぎ

に
注
意
し
、
体
に
負
担
を
か
け
ず
、
楽
し
く
お
酒
と
付
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
　
☎
23-

２
７
６
５

適
正
飲
酒
の
す
す
め

き
気
が
す
る
な
ど
、
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
少
量
の
飲
酒
で
顔
が
赤
く
な
る

人
や
女
性
、
高
齢
者
は
早
く
ほ
ろ
酔
い
期

に
な
り
や
す
い
の
で
、
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。ほろ酔い期までの酔いの状態

アルコール
血中濃度（%） 酒量 酔いの状態

爽快期
（0.02〜0.04）

ビール中瓶１本
まで
焼酎0.7合まで
日本酒1合まで

◦�爽快で、陽気に
なる
◦�皮膚が赤くなる
◦�判断が少し鈍く
なる

ほろ酔い期
（0.05〜0.10）

ビール中瓶2本
まで
焼酎1.4合まで
日本酒2合まで

◦�ほろ酔い気分に
なる
◦�体温が上昇し、
脈が速くなる
◦�自制心が緩む

ビール
中瓶1本
（500㎖）

アルコール度数 20％

焼酎
0.7合
（125㎖）

ウイスキー
アルコール度数 15％

日本酒
１合

（180㎖）

ダブル１杯
（60㎖）

ワイン
1/4本

（約180㎖）

1日の
適度な飲酒量
の目安

　
忘
年
会
な
ど
飲
酒
す
る
機
会
の
多
い
12
月
は
、
飲
酒
運
転

検
挙
者
数
が
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
み
ん
な
の
力
で

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
　
☎
23-

７
１
８
３

検
挙
者
数
県
内
ワ
ー
ス
ト
１
位

　
今
年
10
月
末
現
在
、
都
城
警
察
署
管

内
の
飲
酒
運
転
検
挙
件
数
は
58
件
で
、

昨
年
同
時
期
よ
り
も
16
件
増
加
。
県
内

13
警
察
署
中
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交

通
死
亡
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

命
を
奪
い
人
生
を
狂
わ
す

　
飲
酒
運
転
は
、
被
害
者
の
命
を
奪
う

だ
け
で
は
な
く
、
被
害
者
家
族
の
人
生

を
一
瞬
で
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、

飲
酒
運
転
を
し
た
加
害
者
は
行
政
処
分

や
刑
罰
を
受
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
社

会
的
地
位
や
財
産
も
失
い
ま
す
。
自
分

自
身
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
人
生
を
も

変
え
て
し
ま
う
な
ど
、
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
結
果
に
な
り
ま
す
。

同
乗
者
な
ど
も
重
罪
で
す

　
飲
酒
運
転
は
、
重
大
な
交
通
事
故
に

直
結
す
る
、
極
め
て
悪
質
で
危
険
な
犯

罪
行
為
で
す
。
車
両
・
酒
類
の
提
供
者

や
、
同
乗
者
に
も
厳
し
い
刑
罰
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。

12
月
は
飲
酒
運
転
根
絶
強
化
月
間

地
域
や
職
場
で
の
意
識
向
上
！

　
市
で
は
、
ハ
ロ
ー
市
役
所
元
気
講
座

で
「
交
通
事
故
・
犯
罪
の
な
い
街
づ
く

り
」
の
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
飲
酒
運
転
根
絶
の
意
識
を
、
地
域
や

職
場
で
高
め
ま
せ
ん
か
。

飲酒運転検挙者の特徴（平成30年1月～9月）
1月～9月の検挙件数50件のうち、45件の特徴を掲載

検挙時間 飲酒した場所

飲食店
25件
56%

1～3時
11件
24％

22～24時
8件
18％

19～21時
6件
13％

4～6時
5件 11％

16～18時
4件 9％

7～9時
3件 7％

10～
12時
7件 16％

自宅
15件
33%

その他
4件 9％

不明 1件 2％13～15時
1件 2％

14広報 都城 平成30年12月号

１
月
は
償
却
資
産
の
申
告
月
で
す

償
却
資
産

　
固
定
資
産
税
の
「
償
却
資
産
」
と
は
、

土
地
や
家
屋
以
外
で
事
業
用
に
使
う
設
備

な
ど
の
こ
と
で
す
。

　
事
業
の
た
め
に
使
用
す
る
構
築
物
や
機

械
、
器
具
、
備
品
な
ど
が
償
却
資
産
に
当

た
り
、
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
償
却
資
産
は
全
て
申
告

　
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
の
評
価
額

（
取
得
価
額
を
基
礎
と
し
て
減
価
償
却
を

考
慮
し
た
金
額
）
の
合
計
が
１
５
０
万
円

未
満
の
場
合
は
、
固
定
資
産
税
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
。

●
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合

　
所
有
し
て
い
な
く
て
も
申
告
が
必
要
で

す
。 　

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
（
事
業
主
）
は
、
毎
年
、
１
月
１
日
現
在
の
償
却

資
産
の
所
有
状
況
に
つ
い
て
申
告
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
資
産
税
課
　
☎
23-

２
１
２
４

●
申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合

　
正
当
な
理
由
な
く
申
告
し
な
い
、
虚
偽

の
申
告
を
す
る
な
ど
の
行
為
は
、
罰
金
な

ど
の
罰
則
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

●
対
象
外
の
も
の

　
事
業
用
で
使
用
す
る
自
動
車
の
よ
う
に

自
動
車
税
（
軽
自
動
車
税
）
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
も
の
な
ど
は
除
き
ま
す
。

申
告
の
方
法

　
市
が
送
付
す
る
申
告
書
に
、
平
成
31
年

１
月
１
日
現
在
の
償
却
資
産
の
所
有
状
況

を
記
入
し
、１
月
末
日
ま
で
に
資
産
税
課
、

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
や
各
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

建物の新築・増築や
取り壊しの届け出
　住宅や店舗、倉庫、車庫、
サンルームなど建物の所有者
（１月１日現在）に課税しま
す。
●建物を新築・増築したとき
　工事が終了した建物は、現
地調査を行います。また、以
前に建築されたもので未調査
の建物は、調査が必要ですの
で連絡ください。
●建物を取り壊したとき
　一部取り壊しも含め、建物
を取り壊したときは連絡くだ
さい。
※�連絡がない場合、そのまま
課税されます

受
賞
者
の
功
績
と
紹
介

【
文
化
功
労
部
門
】

●
霧
之
会（
上
東
町・橋
本
耕
二
会
長
）

　
霧き

り

之の

会か
い

は
昭
和
43
年
に
結
成
さ
れ
、

都
城
文
化
誌
「
霧
」
を
年
２
回
発
行
。

今
年
１
月
に
は
創
立
50
周
年
、
創
刊
１

０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。

　
寄
稿
者
数
２
５
０
人
、
掲
載
作
品
数

６
、８
０
０
点
を
数
え
、
本
市
の
み
な

ら
ず
県
の
文
芸
文
化
の
振
興
に
お
い
て

も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
都
城
の
文
化
に
関
す
る
歴
史

や
文
芸
作
品
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し

な
が
ら
、
文
化
活
動
の
歴
史
的
記
録
保

存
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
文
芸
活
動
を
通
し
て
人
材

育
成
に
も
寄
与
し
、
同
会
よ
り
都
城
市

文
化
賞
受
賞
者

を
20
人
、
み
や

ざ
き
文
学
賞
受

賞
者
を
延
べ
26

人
輩
出
し
て
い

ま
す
。

●
小
西
宏
子
さ
ん
（
甲
斐
元
町
）

　
都
城
市
教
育
委
員
と
し
て
、
13
年
間

に
わ
た
り
本
市
の
教
育
行
政
に
貢
献
。

う
ち
、
８
年
間
は
教
育
委
員
長
を
務
め

ま
し
た
。
都
城
市
民
憲
章
検
討
委
員
会

委
員
を
は
じ
め
、各
種
委
員
も
歴
任
し
、

本
市
の
教
育
と
文
化
の
向
上
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
、
小
説
の
執

筆
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
て
、

み
や
ざ
き
文
学
賞
を
平
成
26
年
に
佳
作

「
海
嘯
　
つ
な
み
」、
28
年
に
二
席
「
失

く
し
つ
る
」、
30
年
に
佳
作
「
夢
の
あ

と
に
」
で
３
度
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
本
市
出
身
の
詩
人
・
富

松
良
夫
の
顕
彰
活
動
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
都
城
市
文
化
賞

　
都
城
市
文
化
賞
は
、
本
市
の
文
化
の
向
上
や
発
展
に
顕
著
な
業
績
ま
た
は
功
労
の
あ

っ
た
個
人
・
団
体
に
対
し
、
贈
呈
す
る
も
の
で
す
。
合
併
以
降
13
回
目
と
な
る
今
回

は
、
１
個
人
と
１
団
体
を
選
定
。
11
月
27
日
に
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
　
☎
23-

２
１
３
２

都城文化誌「霧」創刊100号
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アルコール度数 5％

アルコール度数 40％ アルコール度数 14％

お
酒
を
飲
む
な
ら
、

「
爽
快
で
陽
気
に
な
る
」ま
で

　
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
っ
て
脳
が
ま
ひ
す

る
「
酔
い
」
の
状
態
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
血

中
濃
度
に
よ
っ
て
、
爽
快
期
、
ほ
ろ
酔
い

期
、
酩め

い

酊て
い

初
期
、
酩
酊
期
、
泥
酔
期
、
昏こ

ん

睡す
い

期
の
６
段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
お
酒

を
楽
し
く
感
じ
る
の
は
「
爽
快
期
」
ま
で

で
す
。「
ほ
ろ
酔
い
期
」
を
超
え
る
と
吐

週
に
２
日
は「
休
肝
日
」

　
適
量
で
も
、
毎
日
お
酒
を
飲
む
こ
と
は

身
体
に
負
担
を
か
け
ま
す
。
週
に
２
日
は

休
肝
日（
お
酒
を
飲
ま
な
い
日
）を
設
け
、

肝
臓
を
休
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
年
末
年
始
に
か
け
て
、
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。
飲
み
過
ぎ

に
注
意
し
、
体
に
負
担
を
か
け
ず
、
楽
し
く
お
酒
と
付
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
　
☎
23-

２
７
６
５

適
正
飲
酒
の
す
す
め

き
気
が
す
る
な
ど
、
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
少
量
の
飲
酒
で
顔
が
赤
く
な
る

人
や
女
性
、
高
齢
者
は
早
く
ほ
ろ
酔
い
期

に
な
り
や
す
い
の
で
、
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。ほろ酔い期までの酔いの状態

アルコール
血中濃度（%） 酒量 酔いの状態

爽快期
（0.02〜0.04）

ビール中瓶１本
まで
焼酎0.7合まで
日本酒1合まで

◦�爽快で、陽気に
なる
◦�皮膚が赤くなる
◦�判断が少し鈍く
なる

ほろ酔い期
（0.05〜0.10）

ビール中瓶2本
まで
焼酎1.4合まで
日本酒2合まで

◦�ほろ酔い気分に
なる
◦�体温が上昇し、
脈が速くなる
◦�自制心が緩む

ビール
中瓶1本
（500㎖）

アルコール度数 20％

焼酎
0.7合
（125㎖）

ウイスキー
アルコール度数 15％

日本酒
１合

（180㎖）

ダブル１杯
（60㎖）

ワイン
1/4本

（約180㎖）

1日の
適度な飲酒量
の目安

　
忘
年
会
な
ど
飲
酒
す
る
機
会
の
多
い
12
月
は
、
飲
酒
運
転

検
挙
者
数
が
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
み
ん
な
の
力
で

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
　
☎
23-

７
１
８
３

検
挙
者
数
県
内
ワ
ー
ス
ト
１
位

　
今
年
10
月
末
現
在
、
都
城
警
察
署
管

内
の
飲
酒
運
転
検
挙
件
数
は
58
件
で
、

昨
年
同
時
期
よ
り
も
16
件
増
加
。
県
内

13
警
察
署
中
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交

通
死
亡
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

命
を
奪
い
人
生
を
狂
わ
す

　
飲
酒
運
転
は
、
被
害
者
の
命
を
奪
う

だ
け
で
は
な
く
、
被
害
者
家
族
の
人
生

を
一
瞬
で
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、

飲
酒
運
転
を
し
た
加
害
者
は
行
政
処
分

や
刑
罰
を
受
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
社

会
的
地
位
や
財
産
も
失
い
ま
す
。
自
分

自
身
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
人
生
を
も

変
え
て
し
ま
う
な
ど
、
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
結
果
に
な
り
ま
す
。

同
乗
者
な
ど
も
重
罪
で
す

　
飲
酒
運
転
は
、
重
大
な
交
通
事
故
に

直
結
す
る
、
極
め
て
悪
質
で
危
険
な
犯

罪
行
為
で
す
。
車
両
・
酒
類
の
提
供
者

や
、
同
乗
者
に
も
厳
し
い
刑
罰
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。

12
月
は
飲
酒
運
転
根
絶
強
化
月
間

地
域
や
職
場
で
の
意
識
向
上
！

　
市
で
は
、
ハ
ロ
ー
市
役
所
元
気
講
座

で
「
交
通
事
故
・
犯
罪
の
な
い
街
づ
く

り
」
の
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
飲
酒
運
転
根
絶
の
意
識
を
、
地
域
や

職
場
で
高
め
ま
せ
ん
か
。

飲酒運転検挙者の特徴（平成30年1月～9月）
1月～9月の検挙件数50件のうち、45件の特徴を掲載

検挙時間 飲酒した場所

飲食店
25件
56%

1～3時
11件
24％

22～24時
8件
18％

19～21時
6件
13％

4～6時
5件 11％

16～18時
4件 9％

7～9時
3件 7％

10～
12時
7件 16％

自宅
15件
33%

その他
4件 9％

不明 1件 2％13～15時
1件 2％
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受賞式の様子

　
１
月
27
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
、

内
閣
府
地
方
創
生
推
進
室
主
催
の
「
Ｒ
Ｅ

Ｓ
Ａ
Ｓ
ア
プ
リ
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
都
城

工
業
高
等
専
門
学
校
情
報
処
理
部
の
原
翔

耶
さ
ん
、
片
山
北
翔
さ
ん
、
萩
原
拓
望
さ

ん
の
チ
ー
ム
が
、
全
国
２
位
と
な
る
優
秀

賞
と
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

株
式
会
社
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
「
地
域
経
済
分
析

シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
）」
を
活
用
し

た
地
域
経
済
の
分
析
や
、
地
域
の
魅
力
発

掘
に
役
立
つ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
ア
プ

リ
）
の
開
発
力
を
競
う
も
の
で
す
。

さ
れ
る
第
30
回
全
国
高
等
専
門
学
校
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
で
も
中
心
メ
ン

バ
ー
と
な
る
３
人
。
原
さ
ん
は
「
今
後
も

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
結
果
を
残

し
た
い
」、
片
山
さ
ん
は
「
周
り
の
人
を

頼
ら
ず
引
っ
張
っ
て
い
け
る
人
材
に
な
り

た
い
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
見
据
え

て
い
ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
ア
プ
リ
名
は
「
宮
崎
地
方
創

生
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
輝
け
☆
ミ

ラ
イ
の
観
光
大
使
」。
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
デ
ー

タ
と
連
動
し
た
県
内
市
町
村
の
観
光
や
産

業
な
ど
の
質
問
に
答
え
な
が
ら
、
ま
ち
を

活
性
化
さ
せ
て
い
く
小
学
生
向
け
の
ゲ
ー

ム
で
す
。
そ
の
ア
プ
リ
開
発
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
が
、
県
外
の
人
か
ら「
宮
崎
県

は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
」
と
尋
ね
ら
れ
て
も

答
え
ら
れ
な
か
っ
た
原
さ
ん
の
経
験
で
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
地
元
の
良
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
地
元
愛
に
溢
れ
た
未
来

の
観
光
大
使
を
生
み
出
し
た
い
と
い
う
思

い
の
詰
ま
っ
た
ア
プ
リ
を
開
発
。
片
山
さ

ん
は
「
今
ま
で
は
１
人
で
開
発
し
て
い
た

の
で
、
今
回
の
チ
ー
ム
で
の
開
発
は
貴
重

な
経
験
だ
っ
た
」
と
振
り
返
り
、
萩
原
さ

ん
は
「
チ
ー
ム
開
発
で
、
自
分
の
技
術
力

不
足
も
分
か
り
、
成
長
で
き
た
」
と
話
し

ま
す
。

　
３
人
が
所
属
す
る
情
報
処
理
部
は
、
電

気
情
報
工
学
科
の
学
生
を
中
心
に
17
人
が

所
属
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
音
楽
制
作

な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。
顧
問
の
丸
田
要か

な
め

助
教
は
「
好
奇
心
旺
盛
で
実
行
力
の
あ
る

原
さ
ん
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
が
し

っ
か
り
で
き
て
い
る
片
山
さ
ん
、
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
萩
原
さ
ん
」
と

３
人
を
評
し
ま
す
。

　
来
年
10
月
に
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催

RESASアプリコンテスト　優秀賞
ソフトバンク・テクノロジー株式会社賞
（右から）

（都城工業高等専門学校情報処理部）

原　翔
しょう

耶
や

さん（４年）

萩
は ぎ は ら

原　拓
た く

望
み

さん（２年）
片山　北

ほ く

翔
と

さん（２年）
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３人の知恵の結集
「子どもの地元愛育成アプリ」

16広報 都城 平成30年12月号
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受賞式の様子

　
１
月
27
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
、

内
閣
府
地
方
創
生
推
進
室
主
催
の
「
Ｒ
Ｅ

Ｓ
Ａ
Ｓ
ア
プ
リ
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
都
城

工
業
高
等
専
門
学
校
情
報
処
理
部
の
原
翔

耶
さ
ん
、
片
山
北
翔
さ
ん
、
萩
原
拓
望
さ

ん
の
チ
ー
ム
が
、
全
国
２
位
と
な
る
優
秀

賞
と
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

株
式
会
社
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
「
地
域
経
済
分
析

シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
）」
を
活
用
し

た
地
域
経
済
の
分
析
や
、
地
域
の
魅
力
発

掘
に
役
立
つ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
ア
プ

リ
）
の
開
発
力
を
競
う
も
の
で
す
。

さ
れ
る
第
30
回
全
国
高
等
専
門
学
校
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
で
も
中
心
メ
ン

バ
ー
と
な
る
３
人
。
原
さ
ん
は
「
今
後
も

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
結
果
を
残

し
た
い
」、
片
山
さ
ん
は
「
周
り
の
人
を

頼
ら
ず
引
っ
張
っ
て
い
け
る
人
材
に
な
り

た
い
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
見
据
え

て
い
ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
ア
プ
リ
名
は
「
宮
崎
地
方
創

生
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
輝
け
☆
ミ

ラ
イ
の
観
光
大
使
」。
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
デ
ー

タ
と
連
動
し
た
県
内
市
町
村
の
観
光
や
産

業
な
ど
の
質
問
に
答
え
な
が
ら
、
ま
ち
を

活
性
化
さ
せ
て
い
く
小
学
生
向
け
の
ゲ
ー

ム
で
す
。
そ
の
ア
プ
リ
開
発
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
が
、
県
外
の
人
か
ら「
宮
崎
県

は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
」
と
尋
ね
ら
れ
て
も

答
え
ら
れ
な
か
っ
た
原
さ
ん
の
経
験
で
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
地
元
の
良
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
地
元
愛
に
溢
れ
た
未
来

の
観
光
大
使
を
生
み
出
し
た
い
と
い
う
思

い
の
詰
ま
っ
た
ア
プ
リ
を
開
発
。
片
山
さ

ん
は
「
今
ま
で
は
１
人
で
開
発
し
て
い
た

の
で
、
今
回
の
チ
ー
ム
で
の
開
発
は
貴
重

な
経
験
だ
っ
た
」
と
振
り
返
り
、
萩
原
さ

ん
は
「
チ
ー
ム
開
発
で
、
自
分
の
技
術
力

不
足
も
分
か
り
、
成
長
で
き
た
」
と
話
し

ま
す
。

　
３
人
が
所
属
す
る
情
報
処
理
部
は
、
電

気
情
報
工
学
科
の
学
生
を
中
心
に
17
人
が

所
属
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
音
楽
制
作

な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。
顧
問
の
丸
田
要か

な
め

助
教
は
「
好
奇
心
旺
盛
で
実
行
力
の
あ
る

原
さ
ん
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
が
し

っ
か
り
で
き
て
い
る
片
山
さ
ん
、
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
萩
原
さ
ん
」
と

３
人
を
評
し
ま
す
。

　
来
年
10
月
に
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催

RESASアプリコンテスト　優秀賞
ソフトバンク・テクノロジー株式会社賞
（右から）

（都城工業高等専門学校情報処理部）

原　翔
しょう

耶
や

さん（４年）

萩
は ぎ は ら

原　拓
た く

望
み

さん（２年）
片山　北

ほ く

翔
と

さん（２年）
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INFORMATION 毎月第３日曜日は「家庭の日」申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

市
立
図
書
館
イ
ベ
ン
ト（
無
料
）

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

◉
イ
ベ
ン
ト
名
・
日
時

ス
タ
ン
プ
の
ひ
（
３
歳
以
上
対
象
）

12
／
19
㈬
　
15
時
～

こ
う
さ
く
ま
る
ま
る
（
子
ど
も
対
象
）

12
／
23
㈰
　
14
時
～

み
ず
た
ま
の
ひ
（
６
歳
以
上
対
象
）

１
／
６
㈰
　
15
時
～

【
読
み
聞
か
せ
会
】

◉
イ
ベ
ン
ト
名
・
日
時

お
は
な
し
ま
る
ま
る
　
ザ
・
ク
リ
ス
マ
ス

12
／
15
㈯
　
11
時
～

ノ
ン
タ
ン
文
庫
の
お
は
な
し
会

12
／
21
㈮
　
10
時
30
分
～

お
は
な
し
ま
る
ま
る

12
／
22
㈯
、
１
／
５
㈯
・
12
㈯
　
11
時
～

お
は
な
し
の
部
屋
「
そ
ら
ま
め
」

12
／
27
㈭
　
11
時
～

え
ほ
ん
侍
の
お
は
な
し
会

12
／
29
㈯
　
11
時
～

本
と
お
は
な
し
の
会

１
／
12
㈯
　
14
時
30
分
～

【
映
画
会
】

◉
イ
ベ
ン
ト
名
・
日
時
・
場
所

め
い
さ
く
ど
う
わ
２
、リ
ト
ル
モ
ン
ス
タ
ー
２

12
／
24
㈪
　
13
時
～

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ

１
／
13
㈰
　
10
時
～
、
14
時
～

市
立
図
書
館

問
　
市
立
図
書
館
　
☎
22-

０
２
３
９

人
権
啓
発
推
進
大
会（
無
料
）

◉
日
時
　
12
月
15
日
㈯
　
14
時
～

◉
場
所
　
中
央
公
民
館

◉
内
容
　
数
学
者
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク

ル
さ
ん
に
よ
る
講
演
、
人
権
啓
発
標
語
入

賞
者
の
表
彰
（
13
時
30
分
～
）

※
要
申
し
込
み
。
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

申
問
　
生
涯
学
習
課
　
☎
23-

９
５
４
５

総
合
文
化
ホ
ー
ル
自
主
事
業

綾
戸
智
恵 

Ｄ
Ｏ 

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ 

～
Ｇｏ
ｋ
ｋｏ
～

　
ジ
ャ
ズ
を
中
心
に
、
ソ
ウ
ル
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
な
ど
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
巧
み

に
取
り
入
れ
た
個
性
的
な
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

◉
日
時
　
12
月
21
日
㈮
　
18
時
30
分
～

◉
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
料
金
　
一
般
６
千
円

　
　
　
　
25
歳
以
下
４
千
円

申
問
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
☎
23-

７
１
４
０

ラ
ジ
オ
番
組「
き
ら
ク
ラ
！
」公
開
収
録

　
ふ
か
わ
り
ょ
う
と
遠
藤
真

理
が
案
内
す
る
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
番
組
の
公
開
収
録
で
、

観
覧
に
は
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◉
日
時
　
２
月
10
日
㈰
　
15
時
45
分
～

◉
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
そ
の
他
　
未
就
学
児
の
入
場
不
可
。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選
者
に
は

入
場
整
理
券
を
１
月
25
日
㈮
に
発
送
。
な

お
、
応
募
の
際
に
記
入
し
た
情
報
は
、
抽

選
結
果
の
連
絡
の
ほ
か
、
受
信
料
納
入
の

お
願
い
に
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
　
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
１
月
16
日
㈬
ま
で
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
（
〒
885-

８
５
５
５
）

問

　総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
　
☎
23-

７
１
４
０

この他、さまざまな行事を開催して
います。詳しくは、子育て支援セン
ターのホームページで確認ください。

都城市子育て世代活動支援センター（ぷれぴか）� ☎36-5858
山之口地域子育て支援センター� ☎57-3298
山田地域子育て支援センター� ☎64-3171
東部地域子育て支援センター�エンゼル� ☎26-9587
高崎地域子育て支援センター�たんぽぽ� ☎62-0027

◉日時　12月26日㈬　10：30〜11：30
◉場所　高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ

子育て支援センター行事

　毎月１回、保
健師による身体
測定や発育・健
康面の相談対応
を行っていま
す。屋外での遊
びも企画してい
ますので、気軽
に遊びに来ませ
んか。

今月のオススメ！「すこやか教室」

MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2018.1219

毎月第３日曜日は「家庭の日」

■マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
　（6：30〜23：00）

小
学
校
非
常
勤
嘱
託
職
員

【
非
常
勤
講
師
（
小
学
校
算
数
）】

◉
業
務
内
容
　
算
数
の
少
人
数
指
導

◉
対
象
・
定
員
　
小
学
校
専
修
、
小
学
校

１・２
種
、
中
学
校
専
修
（
数
学
）、
中
学

校
１・
２
種
（
数
学
）
の
教
員
免
許
保
持

者
（
取
得
見
込
み
可
）・
20
人
程
度

◉
勤
務
地
　
市
内
の
小
学
校

◉
勤
務
時
間
　
月
～
金
曜
日
の
８
時
～
13

時
の
う
ち
１
日
４
時
間
以
内
（
週
20
時
間

以
内
）

◉
賃
金
　
時
給
２
、６
３
０
円
（
通
勤
手

当
含
む
）

◉
選
考
方
法
　
書
類
選
考
、
個
別
面
接
、

模
擬
授
業

【
小
学
校
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
】

◉
業
務
内
容
　
学
校
図
書
館
運
営
補
助
や

児
童
へ
の
読
み
聞
か
せ
、
読
書
指
導
な
ど

◉
対
象
・
定
員
　
読
書
や
学
校
図
書
館
運

営
に
興
味
や
関
心
の
あ
る
人
・
６
人
程
度

◉
勤
務
地
　
市
内
の
小
学
校(

１
～
２
校)

◉
勤
務
時
間
　
火
～
金
曜
日
の
９
時
～
15

時
の
う
ち
１
日
５
時
間
（
週
20
時
間
）

◉
賃
金
　
月
額
６
万
５
千
円

※
夏
休
み
な
ど
長
期
休
業
中
は
減
額

◉
選
考
方
法
　
書
類
選
考
、
個
別
面
接
、

作
成
掲
示
物
の
審
査
な
ど

申
問
　
履
歴
書
、
非
常
勤
講
師
は
教
員
免

許
状
の
写
し
を
添
え
て
１
月
９
日
㈬
ま
で

に
学
校
教
育
課
　
☎
23-

９
５
４
４

都
城
市
文
化
振
興
財
団
職
員

◉
職
種
・
業
務
内
容
・
採
用
予
定
人
数
　

契
約
職
員

総
務
課
（
利
用
担
当
）　
１
人
程
度

パ
ー
ト
職
員

夜
間
窓
口
　
１
人
程
度

◉
勤
務
地
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
選
考
方
法
　
書
類
選
考
、
面
接

申
問
　
履
歴
書
と
職
務
経
歴
書
を
12
月
25

日
㈫
ま
で
に
文
化
振
興
財
団

☎
23-

７
１
４
０

公
園
維
持
管
理
団
体

◉
業
務
内
容
　
草
刈
り
や
ト
イ
レ
清
掃
な

ど
各
地
区
内
の
公
園
管
理
作
業

◉
対
象
　
自
治
公
民
館
（
青
年
部
や
女
性

部
）、
公
園
を
利
用
す
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体

な
ど
　
※
個
人
で
の
応
募
は
不
可

申
問
　
道
路
公
園
課
　
☎
23-

２
６
１
３

新
春
書
き
初
め
大
会
参
加
者

◉
日
時
　
１
月
６
日
㈰
　
９
時
～
12
時

◉
場
所
　
山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

◉
定
員
　
50
人
　
※
要
申
し
込
み

◉
持
参
す
る
も
の
　
書
道
用
具
一
式

申
問
　
12
月
14
日
㈮
ま
で
に
山
之
口
地
域

振
興
課
　
☎
57-

３
１
１
６

公
共
施
設
見
学
会

◉
日
時
　
１
月
23
日
㈬
　
９
時
30
分
～

◉
集
合
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
行
程
　
北
消
防
署
→
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
→
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

→M

ま

る

ま

る

allm
all

◉
対
象
・
定
員
　
市
民
・
40
人

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選
者

の
み
１
月
11
日
㈮
ま
で
に
連
絡

◉
費
用
　
５
０
０
円
（
保
険
料
、
昼
食
代

含
む
）　
※
飲
み
物
と
タ
オ
ル
を
持
参

申
問
　
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
12
月
25
日
㈫
ま
で
に
は

が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
秘
書
広
報
課

（
〒
885-

８
５
５
５
）

☎
23-

３
１
７
４
　
℻�

23-

９
８
２
４

推
薦
く
だ
さ
い

社
会
教
育
功
績
者
・
優
良
団
体

◉
部
門
・
対
象

社
会
教
育
功
績
者
表
彰

市
内
の
社
会
教
育
関
係
団
体
に
所
属
し
、

お
お
む
ね
15
年
以
上
、
社
会
教
育
の
振
興

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
業
績
が
全

市
的
に
認
め
ら
れ
る
人

社
会
教
育
関
係
優
良
団
体
表
彰

市
内
の
社
会
教
育
関
係
団
体
で
、
運
営
と

活
動
が
お
お
む
ね
10
年
以
上
に
わ
た
り
充

実
し
て
い
て
、
そ
の
業
績
が
全
市
的
に
認

め
ら
れ
他
の
模
範
と
な
る
団
体

申
問
　
推
薦
調
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

参
考
に
な
る
資
料
を
添
え
て
１
月
９
日
㈬

ま
で
に
生
涯
学
習
課
　
☎
23-

９
５
４
５

高
城
図
書
館
読
み
聞
か
せ
会（
無
料
）

【
ク
リ
ス
マ
ス
と
ん
と
ん
】

◉
日
時
　
12
月
22
日
㈯
　
11
時
～

※
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
作
り
も
開
催

問
　
高
城
図
書
館
　
☎
58-
４
２
２
４
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INFORMATION 毎月第３日曜日は「家庭の日」申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

市
立
図
書
館
イ
ベ
ン
ト（
無
料
）

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

◉
イ
ベ
ン
ト
名
・
日
時

ス
タ
ン
プ
の
ひ
（
３
歳
以
上
対
象
）

12
／
19
㈬
　
15
時
～

こ
う
さ
く
ま
る
ま
る
（
子
ど
も
対
象
）

12
／
23
㈰
　
14
時
～

み
ず
た
ま
の
ひ
（
６
歳
以
上
対
象
）

１
／
６
㈰
　
15
時
～

【
読
み
聞
か
せ
会
】

◉
イ
ベ
ン
ト
名
・
日
時

お
は
な
し
ま
る
ま
る
　
ザ
・
ク
リ
ス
マ
ス

12
／
15
㈯
　
11
時
～

ノ
ン
タ
ン
文
庫
の
お
は
な
し
会

12
／
21
㈮
　
10
時
30
分
～

お
は
な
し
ま
る
ま
る

12
／
22
㈯
、
１
／
５
㈯
・
12
㈯
　
11
時
～

お
は
な
し
の
部
屋
「
そ
ら
ま
め
」

12
／
27
㈭
　
11
時
～

え
ほ
ん
侍
の
お
は
な
し
会

12
／
29
㈯
　
11
時
～

本
と
お
は
な
し
の
会

１
／
12
㈯
　
14
時
30
分
～

【
映
画
会
】

◉
イ
ベ
ン
ト
名
・
日
時
・
場
所

め
い
さ
く
ど
う
わ
２
、リ
ト
ル
モ
ン
ス
タ
ー
２

12
／
24
㈪
　
13
時
～

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ

１
／
13
㈰
　
10
時
～
、
14
時
～

市
立
図
書
館

問
　
市
立
図
書
館
　
☎
22-

０
２
３
９

人
権
啓
発
推
進
大
会（
無
料
）

◉
日
時
　
12
月
15
日
㈯
　
14
時
～

◉
場
所
　
中
央
公
民
館

◉
内
容
　
数
学
者
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク

ル
さ
ん
に
よ
る
講
演
、
人
権
啓
発
標
語
入

賞
者
の
表
彰
（
13
時
30
分
～
）

※
要
申
し
込
み
。
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

申
問
　
生
涯
学
習
課
　
☎
23-

９
５
４
５

総
合
文
化
ホ
ー
ル
自
主
事
業

綾
戸
智
恵 

Ｄ
Ｏ 

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ 

～
Ｇｏ
ｋ
ｋｏ
～

　
ジ
ャ
ズ
を
中
心
に
、
ソ
ウ
ル
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
な
ど
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
巧
み

に
取
り
入
れ
た
個
性
的
な
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

◉
日
時
　
12
月
21
日
㈮
　
18
時
30
分
～

◉
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
料
金
　
一
般
６
千
円

　
　
　
　
25
歳
以
下
４
千
円

申
問
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
☎
23-

７
１
４
０

ラ
ジ
オ
番
組「
き
ら
ク
ラ
！
」公
開
収
録

　
ふ
か
わ
り
ょ
う
と
遠
藤
真

理
が
案
内
す
る
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
番
組
の
公
開
収
録
で
、

観
覧
に
は
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◉
日
時
　
２
月
10
日
㈰
　
15
時
45
分
～

◉
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
そ
の
他
　
未
就
学
児
の
入
場
不
可
。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選
者
に
は

入
場
整
理
券
を
１
月
25
日
㈮
に
発
送
。
な

お
、
応
募
の
際
に
記
入
し
た
情
報
は
、
抽

選
結
果
の
連
絡
の
ほ
か
、
受
信
料
納
入
の

お
願
い
に
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
　
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
１
月
16
日
㈬
ま
で
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
（
〒
885-

８
５
５
５
）

問

　総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
　
☎
23-

７
１
４
０

この他、さまざまな行事を開催して
います。詳しくは、子育て支援セン
ターのホームページで確認ください。

都城市子育て世代活動支援センター（ぷれぴか）� ☎36-5858
山之口地域子育て支援センター� ☎57-3298
山田地域子育て支援センター� ☎64-3171
東部地域子育て支援センター�エンゼル� ☎26-9587
高崎地域子育て支援センター�たんぽぽ� ☎62-0027

◉日時　12月26日㈬　10：30〜11：30
◉場所　高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ

子育て支援センター行事

　毎月１回、保
健師による身体
測定や発育・健
康面の相談対応
を行っていま
す。屋外での遊
びも企画してい
ますので、気軽
に遊びに来ませ
んか。

今月のオススメ！「すこやか教室」

MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2018.1219



INFORMATION 申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

家庭用プラスチック製品は燃やせるごみです

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

◉
科
目
・
日
時
・
受
講
料
・
開
講
日

は
じ
め
て
の
ワ
ー
ド・エ
ク
セ
ル（
２
カ
月
）

毎
週
月
・
木
曜
日
　
19
時
～
21
時

３
万
円
　
１
／
７
㈪

※
５
人
以
上
で
開
講

手
編
み
科
（
６
カ
月
）

毎
週
火
曜
日
　
10
時
～
15
時

２
万
５
千
円
　
１
／
８
㈫

着
付
け
科
（
３
カ
月
）

毎
週
木
曜
日
　
①
10
時
～
12
時
、
②
13
時

～
15
時
、
③
19
時
～
21
時

１
万
１
千
円
　
１
／
10
㈭

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科
（
６
カ
月
）

①
隔
週
金
曜
日
、
②
隔
週
土
曜
日

９
時
～
12
時
　
２
万
１
千
円

①
１
／
11
㈮
、
②
１
／
12
㈯

洋
裁
科
（
６
カ
月
）

隔
週
土
曜
日
　
９
時
～
13
時

２
万
円
　
１
／
12
㈯
　
定
員
：
３
人

申
問
　
都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　
☎
23-

２
３
１
６

料
理
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

　
国
産
の
牛
肉
と
豚
肉
を
使
用
し
た
料
理

を
２
品
作
り
ま
す
。

◉
日
時
　
１
月
８
日
㈫
　
10
時
～
13
時

◉
場
所
　
都
城
調
理
師
高
等
専
修
学
校

◉
対
象
　
18
歳
以
上

◉
定
員
　
30
人

※
応
募
者
多
数
の
場

　
合
は
抽
選
。
抽
選

　
結
果
は
12
月
中
に

　
メ
ー
ル
で
連
絡

申

　12
月
20
日
㈭
ま
で
に
都
城
調
理
師
高

等
専
修
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
問
い
合
わ

せ
フ
ォ
ー
ム
で
、
講
座
名
と
必
要
事
項
を

入
力

http://w
w
w
.fusacook.com

/

問
　
都
城
調
理
師
高
等
専
修
学
校

　
　
☎
22-

４
６
２
６

認
知
症
家
族
支
援
「
な
ご
み
会
」

（
無
料
）

◉
日
時
　
12
月
22
日
㈯
　
13
時
～
15
時

◉
場
所
　
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◉
内
容
　
災
害
へ
の
備
え

問
　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
☎
25-

２
１
２
３

都
城
市
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

援
助
会
員
養
成
講
座（
無
料
）

◉
日
時
　
１
月
25
日
㈮
～
３
月
11
日
㈪
の

期
間
で
全
６
回
　
10
時
～
16
時

◉
場
所
　
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◉
定
員
　
50
人
　
※
要
申
し
込
み

※
全
講
座
受
講
後
に
援
助
会
員
登
録

申
問
　
１
月
18
日
㈮
ま
で
に
都
城
市
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
26-

３
８
１
０

◉露出している水道管に保温材を巻く

　気温がマイナス４度以下のときや、一日中
氷点下の真冬日が続いたときは、水道管が凍
結したり破裂しやすくなったりします。また、
風が強い日などは、それ以上の気温でも凍結
する場合があります。
　事前に凍結を防ぐ対策を心掛けましょう。
◎問い合わせ

上下水道局総務課　☎23-4810

　布や発泡スチロール
などで覆い、ぬれない
よう上からビニール
テープを巻きましょ
う。

　細かく砕いた発泡ス
チロールやタオルなど
を、ぬれないようビ
ニール袋に入れ、メー
ターを覆うように詰め
ましょう。

◉メーターボックスに保温材を入れる

◉飲料水や生活用水を確保する
　１日に必要な水の量は、１人３ℓといわれ
ています。いざというときに備え、最低３日
分は確保しておきましょう。
◉水道管が破裂したときは、すぐに止水する
　応急措置として、メーターボックスの中に
ある止水栓を時計回りに閉めてください。そ
の後、指定給水工事店へ修理を
依頼してください。
※�指定給水工事店は、市ホーム
　ページに掲載

水道管の凍結に注意！

ビニールテープ

タオルなど

MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2018.1221
■マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
　（6：30〜23：00）

家庭用プラスチック製品は燃やせるごみです

健
康
課
主
催
の
健
康
教
室（
無
料
）

　
タ
オ
ル
や
飲
み
物
、
健
康
保
険
証
な
ど

を
持
参
し
、
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加

く
だ
さ
い
。

【
健
康
ラ
イ
フ
教
室
（
講
話
・
運
動
編
）】

◉
日
時
　
12
月
11
日
㈫

　
　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

◉
場
所
　
中
央
公
民
館

◉
内
容
　
理
学
療
法
士
に
よ
る
講
話
と
運
動

◉
定
員
　
40
人
程
度
　
※
要
申
し
込
み

◉
準
備
す
る
も
の
　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

【
女
性
の
た
め
の
骨
こ
つ
健
康
教
室
】

◉
日
時
　

①
12
月
13
日
㈭
　
13
時
30
分
～
15
時

②
１
月
22
日
㈫
　
13
時
30
分
～
15
時

◉
場
所
　
①
中
央
公
民
館

　
　
　
　
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
内
容
　
理
学
療
法
士
に
よ
る
講
話
と
運
動

◉
定
員
　
各
30
人
　
※
要
申
し
込
み

【
ス
テ
ッ
プ
運
動
教
室
】

◉
日
程
　
12
月
20
日
㈭

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
対
象
・
時
間
・
定
員

未
経
験
の
市
民

13
時
～
13
時
45
分
　
10
人

経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
市
民

①
９
時
30
分
～
11
時
30
分
　
20
人

②
13
時
45
分
～
15
時
30
分
　
15
人

※�

要
申
し
込
み
。
通
院・治
療
中
の
人
は
、

主
治
医
に
相
談
し
、
参
加
く
だ
さ
い

申
問
　
健
康
課
　
☎
23-

２
７
６
５

普
通
救
命
講
習（
無
料
）

　
修
了
後
に
、
普
通
救
命
講
習
修
了
証
を

交
付
し
ま
す
。

◉
日
時
　
12
月
21
日
㈮
　
９
時
～
12
時

◉
場
所
　
消
防
局
（
菖
蒲
原
町
）

◉
対
象
　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す

る
18
歳
以
上
の
人

◉
定
員
　
20
人
　
※
申
し
込
み
順

申
問
　
消
防
局
警
防
救
急
課

　
　
　
☎
22-

８
８
８
３

コ
ミ
ュ
ニ
ティ
セ
ン
タ
ー
主
催
の
教
室

◉
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
教
室
名
・
日
時
・
定
員
・
費
用

正
月
の
生
け
花
制
作
教
室

12
／
27
㈭
　
10
時
～
12
時
　
10
人

２
、８
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）　
締
め
切

り
：
12
／
22
㈯
　
※
３
人
以
上
で
開
催

歌
声
教
室
（
全
５
回
）

１
／
10
㈭
・
24
㈭
、
２
／
７
㈭
・
21
㈭
・

28
㈭
　
10
時
～
12
時
　
20
人
　
千
円
　

締
め
切
り
：
12
／
20
㈭
　
※
５
人
以
上
で

開
催
。
筆
記
用
具
を
持
参

申
問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
23-

２
０
０
１

プ
ロ
野
球
宮
崎
県
人
会

チ
ャ
リ
ティ
ー
野
球
教
室（
無
料
）

　
本
県
出
身
の
プ
ロ
野
球
選
手
・
Ｏ
Ｂ
が

基
本
動
作
な
ど
を
直
接
指
導
し
ま
す
。

◉
日
時
　
12
月
28
日
㈮
　
13
時
～
15
時

◉
場
所
　
高
城
運
動
公
園
屋
内
競
技
場

◉
対
象
・
定
員
　
市
内
の
野
球
チ
ー
ム
に

所
属
す
る
小
学
６
年
生
・
１
５
０
人

申
問
　
12
月
20
日
㈭
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
　
☎
23-

９
５
４
６

生
涯
学
習
課
主
催
の
教
室

【
よ
か・余
暇・楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
】

　
冷
暖
房
費
や
教
材
費
は
別
途
必
要
で

す
。

◉
学
習
料
　
１
回
５
５
０
円
～
６
５
０
円

※
人
数
で
決
定

◉
教
室
名
・
日
時
・
場
所

電
子
レ
ン
ジ
料
理

毎
月
第
４
木
曜
日
　
９
時
～
13
時
　
中
央

公
民
館
　
※
エ
プ
ロ
ン
や
三
角
巾
、
材
料

費
（
各
回
６
０
０
円
程
度
）
が
必
要

社
交
ダ
ン
ス

毎
月
第
２・４
火
曜
日
　
10
時
～
11
時
50
分

小
松
原
地
区
公
民
館

【
き
ら
り
体
験
教
室
】

　
５
人
以
上
で
開
催
。

◉
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
学
習
料

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ
（
全
６
回
）

１
／
17
㈭
・
31
㈭
、
２
／
14
㈭
・
28
㈭
、

３
／
14
㈭
・
28
㈭
　
10
時
～
11
時
　
祝
吉

地
区
公
民
館
　
３
、３
０
０
円
（
６
回
分
を

初
回
に
納
入
）　
※
タ
オ
ル
や
飲
み
物
を
持

参
。
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
貸
し
出
し
可

【
き
ら
り
楽
習
教
室
】

　
７
人
以
上
で
開
催
。

◉
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
学
習
料

お
う
ち
パ
ン
教
室
（
全
６
回
）

１
月
～
６
月
の
毎
月
最
終
水
曜
日

９
時
45
分
～
12
時
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
　
３
、３
０
０
円
（
６
回
分
を
初
回
に

納
入
）　
※
エ
プ
ロ
ン
や
三
角
巾
、
材
料
費

（
各
回
千
円
程
度
）
が
必
要

申
問
　
12
月
27
日
㈭
ま
で
に
生
涯
学
習
課

　
　
　
☎
23-
９
５
４
５
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INFORMATION 申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

家庭用プラスチック製品は燃やせるごみです

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

◉
科
目
・
日
時
・
受
講
料
・
開
講
日

は
じ
め
て
の
ワ
ー
ド・エ
ク
セ
ル（
２
カ
月
）

毎
週
月
・
木
曜
日
　
19
時
～
21
時

３
万
円
　
１
／
７
㈪

※
５
人
以
上
で
開
講

手
編
み
科
（
６
カ
月
）

毎
週
火
曜
日
　
10
時
～
15
時

２
万
５
千
円
　
１
／
８
㈫

着
付
け
科
（
３
カ
月
）

毎
週
木
曜
日
　
①
10
時
～
12
時
、
②
13
時

～
15
時
、
③
19
時
～
21
時

１
万
１
千
円
　
１
／
10
㈭

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科
（
６
カ
月
）

①
隔
週
金
曜
日
、
②
隔
週
土
曜
日

９
時
～
12
時
　
２
万
１
千
円

①
１
／
11
㈮
、
②
１
／
12
㈯

洋
裁
科
（
６
カ
月
）

隔
週
土
曜
日
　
９
時
～
13
時

２
万
円
　
１
／
12
㈯
　
定
員
：
３
人

申
問
　
都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　
☎
23-

２
３
１
６

料
理
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

　
国
産
の
牛
肉
と
豚
肉
を
使
用
し
た
料
理

を
２
品
作
り
ま
す
。

◉
日
時
　
１
月
８
日
㈫
　
10
時
～
13
時

◉
場
所
　
都
城
調
理
師
高
等
専
修
学
校

◉
対
象
　
18
歳
以
上

◉
定
員
　
30
人

※
応
募
者
多
数
の
場

　
合
は
抽
選
。
抽
選

　
結
果
は
12
月
中
に

　
メ
ー
ル
で
連
絡

申

　12
月
20
日
㈭
ま
で
に
都
城
調
理
師
高

等
専
修
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
問
い
合
わ

せ
フ
ォ
ー
ム
で
、
講
座
名
と
必
要
事
項
を

入
力

http://w
w
w
.fusacook.com

/
問
　
都
城
調
理
師
高
等
専
修
学
校

　
　
☎
22-
４
６
２
６

認
知
症
家
族
支
援
「
な
ご
み
会
」

（
無
料
）

◉
日
時
　
12
月
22
日
㈯
　
13
時
～
15
時

◉
場
所
　
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◉
内
容
　
災
害
へ
の
備
え

問
　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
☎
25-

２
１
２
３

都
城
市
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

援
助
会
員
養
成
講
座（
無
料
）

◉
日
時
　
１
月
25
日
㈮
～
３
月
11
日
㈪
の

期
間
で
全
６
回
　
10
時
～
16
時

◉
場
所
　
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◉
定
員
　
50
人
　
※
要
申
し
込
み

※
全
講
座
受
講
後
に
援
助
会
員
登
録

申
問
　
１
月
18
日
㈮
ま
で
に
都
城
市
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
26-

３
８
１
０

◉露出している水道管に保温材を巻く

　気温がマイナス４度以下のときや、一日中
氷点下の真冬日が続いたときは、水道管が凍
結したり破裂しやすくなったりします。また、
風が強い日などは、それ以上の気温でも凍結
する場合があります。
　事前に凍結を防ぐ対策を心掛けましょう。
◎問い合わせ

上下水道局総務課　☎23-4810

　布や発泡スチロール
などで覆い、ぬれない
よう上からビニール
テープを巻きましょ
う。

　細かく砕いた発泡ス
チロールやタオルなど
を、ぬれないようビ
ニール袋に入れ、メー
ターを覆うように詰め
ましょう。

◉メーターボックスに保温材を入れる

◉飲料水や生活用水を確保する
　１日に必要な水の量は、１人３ℓといわれ
ています。いざというときに備え、最低３日
分は確保しておきましょう。
◉水道管が破裂したときは、すぐに止水する
　応急措置として、メーターボックスの中に
ある止水栓を時計回りに閉めてください。そ
の後、指定給水工事店へ修理を
依頼してください。
※�指定給水工事店は、市ホーム
　ページに掲載

水道管の凍結に注意！

ビニールテープ

タオルなど

MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2018.1221



INFORMATION 申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

ごみの収集日自動音声案内　☎22-5374

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

①
女
性
相
談
員
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日
　
10
時
～
16
時

②
こ
こ
ろ
の
相
談

12
月
17
日
㈪
　
14
時
～
16
時

③�

法
律
相
談
（
前
週
の
水
曜
日
ま
で
に
要

予
約
）

12
月
18
日
㈫
　
13
時
～
16
時

◉
場
所
　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（
市
役
所
本
館
２
階
）

◉
相
談
時
間
　
①
②
は
１
時
間
程
度
、
③

は
30
分
程
度

※��

①
の
面
接
相
談
と
②
③
は
、
事
前
に
聞

き
取
り
と
予
約
が
必
要

◉
相
談
専
用
電
話
　
☎
23-

７
１
５
７

消
費
生
活
相
談（
無
料
）

【
電
話
・
面
接
相
談
】

◉
時
間
　
月
～
金
曜
日
　
９
時
～
16
時

【
弁
護
士
法
律
相
談
（
前
々
日
ま
で
に
要

予
約
）】

◉
日
時
・
場
所

12
／
13
㈭
　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

三
股
町
福
祉
・
消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

（
三
股
町
役
場
庁
舎
東
側
）

12
／
21
㈮
　
13
時
～
16
時
　

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
本
館
２
階
）

◉
相
談
時
間
　
30
分
程
度

◉
相
談
専
用
電
話

【
都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

☎
23-

７
１
５
４

【
三
股
町
福
祉・消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
】

☎
52-

０
９
９
９

空
き
家
相
談（
無
料
）

　
既
に
空
き
家
に
な
っ
て
い
る
住
宅
の
ほ

か
、
将
来
空
き
家
と
な
る
可
能
性
の
あ
る

住
宅
も
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

【
空
き
家
の
相
談
窓
口
】

建
築
課
　
☎
23-

２
５
８
５

【
空
き
家
等
情
報
バ
ン
ク
】

総
合
政
策
課
　
☎
23-

７
１
６
１

【
み
や
ざ
き
空
き
家
等
相
談
窓
口
】

宮
崎
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
県
南
支
部

☎
22-

６
６
２
７

住
宅
の
省
エ
ネ
・
耐
震
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

固
定
資
産
税
の
減
額
制
度

　
翌
年
度
分
の
み
、
固
定
資
産
税
を
工
事

種
別
に
応
じ
て
減
額
し
ま
す
。
な
お
、
補

助
金
な
ど
を
除
く
50
万
円
以
上
の
改
修
費

用
が
対
象
で
す
。

◉
対
象
・
床
面
積
・
家
屋
の
要
件

省
エ
ネ
改
修

１
戸
当
た
り
50
平
方
㍍
以
上
１
２
０
平
方

㍍
ま
で
　
平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
に
建

て
ら
れ
た
住
宅

耐
震
改
修

１
戸
当
た
り
１
２
０
平
方
㍍
ま
で
　
昭
和

57
年
１
月
１
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

１
戸
当
た
り
50
平
方
㍍
以
上
１
０
０
平
方

㍍
ま
で
　
完
成
し
た
日
か
ら
10
年
以
上
経

過
し
た
住
宅
（
65
歳
以
上
や
要
介
護
・
要

支
援
認
定
者
、
障
が
い
者
の
居
住
用
）

※
賃
貸
住
宅
は
除
く

◉
申
告
方
法
　
改
修
後
３
カ
月
以
内
に
、

領
収
書
や
改
修
工
事
前
後
の
写
真
な
ど
、

必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
申
告
く
だ
さ
い
。

な
お
、
省
エ
ネ
改
修
は
現
地
確
認
が
必
要

な
た
め
、
着
工
前
に
資
産
税
課
家
屋
担
当

へ
相
談
く
だ
さ
い

※�

申
告
に
必
要
な
書
類
は
、
改
修
内
容
に

よ
り
異
な
る
た
め
、
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

申
問
　
資
産
税
課
　
☎
23-

２
１
２
４

利
子
補
給
制
度

　
中
小
企
業
者
の
設
備
投
資
を
目
的
と
す

る
借
り
入
れ
に
対
し
て
、
利
子
の
一
部
ま

た
は
全
部
を
補
給
し
ま
す
。

◉
対
象
　
次
の
全
て
を
満
た
す
市
内
の
個

人
お
よ
び
法
人

①�

平
成
29
年
11
月
か
ら
平
成
30
年
10
月
の

間
に
新
規
で
、
市
や
県
、
日
本
政
策
金

融
公
庫
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金

（
マ
ル
経
融
資
）、
日
本
政
策
投
資
銀
行

の
制
度
で
設
備
資
金
（
車
両
・
土
地
購

入
資
金
は
除
く
）
の
融
資
を
受
け
た
人

②
指
定
業
種
を
営
ん
で
い
る
人
　

※�

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◉
申
込
方
法
　
市
が
対
象
者
に
送
付
す
る

申
請
書
を
、
１
月
31
日
㈭
ま
で
に
商
工
政

策
課
へ
提
出

※�

県
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
（
マ
ル
経
融
資
）、　

日
本
政
策
投
資
銀
行
の
制
度
で
融
資
を

受
け
た
人
は
、
12
月
21
日
㈮
ま
で
に
商

工
政
策
課
へ
連
絡
く
だ
さ
い

申
問
　
商
工
政
策
課
　
☎
23-

２
９
８
３

MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2018.1223
■マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで各種証明書を取得できます。
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ごみの収集日自動音声案内　☎22-5374

子
育
て
に
関
す
る
相
談（
無
料
）

　
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
を
１
人
で
抱
え

込
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

【
都
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー（M

ま

る

ま

る

allm
all

内
）】

☎
36-

５
６
６
１

【
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）】　
☎
58-

６
８
０
０

【
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）】　
☎
62-

４
４
１
１

【
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
り
ん

（
10
時
～
19
時
　
毎
週
木
曜
日
は
除
く
）】

☎
45-

２
１
４
０

【
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ぼ
み

（
24
時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
０
９
８
５-

78-

３
７
３
７

虐
待
に
関
す
る
相
談（
無
料
）

【
こ
ど
も
課
】　
☎
23-

２
６
８
４

【
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）】　
☎
58-

６
８
０
０

【
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）】　
☎
62-

４
４
１
１

【
都
城
児
童
相
談
所
】　
☎
22-

４
２
９
４

【
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
24

時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談（
無
料
）

◉
場
所
　
都
北
労
働
福
祉
会
館

　
　
　
　（
北
原
町
４
街
区
４
号
）

◉
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日
　
10
時
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

◉
専
門
相
談
（
要
予
約
）

【
多
重
債
務
・
生
活
法
律
相
談
】

毎
週
火
曜
日
　
13
時
～
16
時

【
職
場・学
校・家
庭
で
の
悩
み
ご
と
相
談
】

毎
週
水
曜
日
　
13
時
～
16
時

【
年
金
・
老
後
の
暮
ら
し
相
談
】

毎
週
木
曜
日
　
13
時
～
16
時

◉
相
談
専
用
電
話

☎
０
１
２
０-

３
９
７-

８
６
８

◉
メ
ー
ル
相
談

tohoku@
m
iya-chuo.or.jp
一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
相
談
電
話（
無
料
）

【
こ
こ
ろ
の
電
話
（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）】　
☎
０
９
８
５-

32-

５
５
６
６

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
９
時
～
19
時

※
祝
日
を
除
く

【
都
城
保
健
所
】　
☎
23-
４
５
０
４

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
８
時
30
分
～
17

時
　
※
祝
日
を
除
く

【
福
祉
課
】　
☎
23-

２
９
８
０

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
８
時
30
分
～
17

時
　
※
祝
日
を
除
く

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
無
料
）

　
精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◉
日
時
　
12
月
20
日
㈭

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

◉
場
所
　
都
城
保
健
所
　
※
要
予
約

申
問
　
都
城
保
健
所
　
☎
23-

４
５
０
４

不
妊
相
談・妊
娠
総
合
相
談（
無
料
）

◉
場
所
　
都
城
保
健
所

◉
相
談
・
予
約
電
話
　
☎
23-

４
５
０
４

【
不
妊
相
談
】

不
妊
に
関
す
る
悩
み
な
ど
の
面
接
相
談

◉
日
時
　
第
４
金
曜
日

　
　
　
　
９
時
30
分
～
15
時
30
分

◉
相
談
方
法
　
面
接
　
※
午
後
は
要
予
約

【
妊
娠
総
合
相
談
】

思
い
が
け
な
い
妊
娠
に
関
す
る
悩
み
の
相
談

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
８
時
30
分
～
17

時
15
分
　
※
祝
日
を
除
く

◉
相
談
方
法
　
電
話
、
面
接
　

※
面
接
の
場
合
は
要
予
約

教
育
相
談
専
用
ダイ
ヤ
ル（
無
料
）

◉
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日
　
９
時
～
16
時
30
分

◉
場
所
　
教
育
相
談
室

　
　
　
　（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

◉
相
談
専
用
電
話
　
☎
46-

２
０
８
８

労
働
相
談（
無
料
）

　
県
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
労
働
者
と

使
用
者
を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
労
働
問

題
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◉
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
８
時
30
分
～
17

時
15
分
　
※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

◉
場
所
　
県
労
働
委
員
会
事
務
局
（
県
庁

３
号
館
６
階
）

◉
相
談
方
法
　
電
話
、
面
談
な
ど

◉
相
談
専
用
電
話
　

働
く
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
９
８
５-

26-

７
５
３
８

22広報 都城 平成30年12月号



INFORMATION 申 問は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

ごみの収集日自動音声案内　☎22-5374

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

①
女
性
相
談
員
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日
　
10
時
～
16
時

②
こ
こ
ろ
の
相
談

12
月
17
日
㈪
　
14
時
～
16
時

③�

法
律
相
談
（
前
週
の
水
曜
日
ま
で
に
要

予
約
）

12
月
18
日
㈫
　
13
時
～
16
時

◉
場
所
　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（
市
役
所
本
館
２
階
）

◉
相
談
時
間
　
①
②
は
１
時
間
程
度
、
③

は
30
分
程
度

※��

①
の
面
接
相
談
と
②
③
は
、
事
前
に
聞

き
取
り
と
予
約
が
必
要

◉
相
談
専
用
電
話
　
☎
23-

７
１
５
７

消
費
生
活
相
談（
無
料
）

【
電
話
・
面
接
相
談
】

◉
時
間
　
月
～
金
曜
日
　
９
時
～
16
時

【
弁
護
士
法
律
相
談
（
前
々
日
ま
で
に
要

予
約
）】

◉
日
時
・
場
所

12
／
13
㈭
　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

三
股
町
福
祉
・
消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

（
三
股
町
役
場
庁
舎
東
側
）

12
／
21
㈮
　
13
時
～
16
時
　

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
本
館
２
階
）

◉
相
談
時
間
　
30
分
程
度

◉
相
談
専
用
電
話

【
都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

☎
23-

７
１
５
４

【
三
股
町
福
祉・消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
】

☎
52-

０
９
９
９

空
き
家
相
談（
無
料
）

　
既
に
空
き
家
に
な
っ
て
い
る
住
宅
の
ほ

か
、
将
来
空
き
家
と
な
る
可
能
性
の
あ
る

住
宅
も
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

【
空
き
家
の
相
談
窓
口
】

建
築
課
　
☎
23-

２
５
８
５

【
空
き
家
等
情
報
バ
ン
ク
】

総
合
政
策
課
　
☎
23-

７
１
６
１

【
み
や
ざ
き
空
き
家
等
相
談
窓
口
】

宮
崎
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
県
南
支
部

☎
22-

６
６
２
７

住
宅
の
省
エ
ネ
・
耐
震
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

固
定
資
産
税
の
減
額
制
度

　
翌
年
度
分
の
み
、
固
定
資
産
税
を
工
事

種
別
に
応
じ
て
減
額
し
ま
す
。
な
お
、
補

助
金
な
ど
を
除
く
50
万
円
以
上
の
改
修
費

用
が
対
象
で
す
。

◉
対
象
・
床
面
積
・
家
屋
の
要
件

省
エ
ネ
改
修

１
戸
当
た
り
50
平
方
㍍
以
上
１
２
０
平
方

㍍
ま
で
　
平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
に
建

て
ら
れ
た
住
宅

耐
震
改
修

１
戸
当
た
り
１
２
０
平
方
㍍
ま
で
　
昭
和

57
年
１
月
１
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

１
戸
当
た
り
50
平
方
㍍
以
上
１
０
０
平
方

㍍
ま
で
　
完
成
し
た
日
か
ら
10
年
以
上
経

過
し
た
住
宅
（
65
歳
以
上
や
要
介
護
・
要

支
援
認
定
者
、
障
が
い
者
の
居
住
用
）

※
賃
貸
住
宅
は
除
く

◉
申
告
方
法
　
改
修
後
３
カ
月
以
内
に
、

領
収
書
や
改
修
工
事
前
後
の
写
真
な
ど
、

必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
申
告
く
だ
さ
い
。

な
お
、
省
エ
ネ
改
修
は
現
地
確
認
が
必
要

な
た
め
、
着
工
前
に
資
産
税
課
家
屋
担
当

へ
相
談
く
だ
さ
い

※�

申
告
に
必
要
な
書
類
は
、
改
修
内
容
に

よ
り
異
な
る
た
め
、
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

申
問
　
資
産
税
課
　
☎
23-

２
１
２
４

利
子
補
給
制
度

　
中
小
企
業
者
の
設
備
投
資
を
目
的
と
す

る
借
り
入
れ
に
対
し
て
、
利
子
の
一
部
ま

た
は
全
部
を
補
給
し
ま
す
。

◉
対
象
　
次
の
全
て
を
満
た
す
市
内
の
個

人
お
よ
び
法
人

①�

平
成
29
年
11
月
か
ら
平
成
30
年
10
月
の

間
に
新
規
で
、
市
や
県
、
日
本
政
策
金

融
公
庫
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金

（
マ
ル
経
融
資
）、
日
本
政
策
投
資
銀
行

の
制
度
で
設
備
資
金
（
車
両
・
土
地
購

入
資
金
は
除
く
）
の
融
資
を
受
け
た
人

②
指
定
業
種
を
営
ん
で
い
る
人
　

※�

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◉
申
込
方
法
　
市
が
対
象
者
に
送
付
す
る

申
請
書
を
、
１
月
31
日
㈭
ま
で
に
商
工
政

策
課
へ
提
出

※�
県
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
（
マ
ル
経
融
資
）、　

日
本
政
策
投
資
銀
行
の
制
度
で
融
資
を

受
け
た
人
は
、
12
月
21
日
㈮
ま
で
に
商

工
政
策
課
へ
連
絡
く
だ
さ
い

申
問
　
商
工
政
策
課
　
☎
23-

２
９
８
３
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INFORMATION 毎月第３日曜日は「家庭の日」申 問は申し込み、 は問い合わせ

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
◎みやざき医療ナビも利用ください

月日 医療機関名 電話番号
12/24
㈪

はしぐち小児科 24-5500
ライフクリニック（内） 39-2525
あきづき医院（内・心内） 36-0534
メディカルシティ東部病院（外）22-2240
池之上整形外科（整・ﾘﾊ・ﾘｳ）23-2311
中山産婦人科医院 23-8815
山崎歯科医院 24-3332

12/29
㈯

政所医院（小・内） 58-2171
瀬ノ口医院（内・消） 25-5155
しげひらクリニック（内） 27-5555
もりやま脳神経外科（脳） 21-6888
石井皮膚科医院 23-4588
いそいち産婦人科医院 22-4585
東歯科医院 52-6004

12/30
㈰

仮屋医院（内・小） 36-0521
野辺医院（内・胃） 22-0153
いづみ内科医院 22-7111
柳田病院（脳・外） 22-4862
なかむら整形外科クリニック 36-5333
岩下耳鼻咽喉科 51-1187
ハートデンタルクリニック 58-7700

12/31
㈪

畠中小児科医院 52-6000
三嶋内科 24-7171
黒松病院（内） 38-1120
たかお浜田医院（外・内） 22-8818
なかはら皮膚科医院 22-1455
小山田眼科医院 22-0710
デンタルオフィス松田 23-8055

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認ください

●休日当番薬局

12/24㈪ ウエスト、リブ、すずかけ、サクラ、
チェロ

12/29㈯ 高城、姫城、みどり、サン久保原、古川

12/30㈰ そうごう志和池、あい、東町、アンジュ、ひむか三股

12/31㈪ ひばり、そうごうたかお、ひまわり、セイシェル

みやざき医療ナビ

宝
く
じ
助
成
事
業

　
一
般
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ

ー
が
行
っ
て
い
る

宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し

て
、
宝
く
じ
の
受

託
事
業
収
入
を
財

源
と
し
て
実
施
し

て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
の

助
成
を
受
け
て
、

祝
吉
地
区
早
水
自
治
公
民
館
が
屋
外
放
送

設
備
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
連
絡
が
素
早
く
広
範
囲
に
で
き

る
こ
と
か
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課

　
　
☎
23-

７
１
４
６

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
は

お
済
み
で
す
か

　
事
前
に
電
話
か
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※�

生
活
保
護
世
帯
や
市
民
税
非
課
税
世
帯

に
属
す
る
人
は
、
生
活
保
護
受
給
者
証

明
書
、
市
が
発
行
す
る
各
種
検
診
自
己

負
担
金
免
除
通
知
書
を
提
出
ま
た
は
提

示
す
れ
ば
、
検
診
料
を
免
除

◉
対
象
　
本
年
度
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・

65
・
70
歳
に
な
る
女
性

※
検
診
案
内
は
８
月
に
送
付
済
み
。
現
在

　
治
療
中
の
人
や
、
今
年
度
に
同
等
の
検

　
診
を
受
診
済
み
ま
た
は
受
診
予
定
の
人

　
は
対
象
外

◉
日
程
　
12
月
５
日
㈬
・
７
日
㈮
・
12
日

㈬
・
14
日
㈮

◉
受
付
時
間
　
14
時
～
14
時
15
分

◉
場
所
　
都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（
太
郎
坊
町
）

◉
定
員
　
１
日
20
人
　
※
申
し
込
み
順

◉
検
診
料
　
４
０
０
円

申
問
　
健
康
課
　
☎
23-

２
７
６
５

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
制
度

　
２
０
１
９
年
10
月
１
日
㈫
か
ら
消
費
税

率
が
10
㌫
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
同
時

に
、
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

　
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
な
ど
を
対

象
に
、
複
数
税
率
対
応
レ
ジ
の
導
入
や
受

発
注
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
が
必
要
な
場
合

に
、
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

問
　
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

　
　
☎
０
５
７
０-

０
８
１-

２
２
２

お
わ
び
と
訂
正

　
広
報
11
月
号
６
・
７
ペ
ー
ジ
「
行
政
区

域
の
変
遷
」
で
鹿
児
島
の
位
置
に
一
部
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
崎
県
の
併

合
の
年
を
「
明
治
８
年
」
と
掲
載
し
て
い

ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
明
治
９
年
」
で

す
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

　
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
修
正

し
た
広
報
都
城
11
月
号
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

問
　
秘
書
広
報
課
　
☎
23-

３
１
７
４

行政区域の変遷

※黒丸は、現在の地名です
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電
子
母
子
手
帳
が
簡
単
便
利
で
す

　
都
城
市
電
子
母
子
手
帳
ア
プ
リ
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
認
証
に
よ
り
、
市

が
保
有
す
る
予
防
接
種
記
録
や
定
期
健
診

情
報
が
連
携
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
の
成
長

や
健
康
の
た
め
に
、
正
確
で
確
実
に
情
報

を
保
管
で
き
る
本
ア
プ
リ
を
、
ぜ
ひ
、
利

用
く
だ
さ
い
。

　
ア
プ
リ
利
用
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
で
の
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
こ
ど
も

課
や
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、
各
保
健

セ
ン
タ
ー
で
登
録
で
き
ま
す
。

問
　
都
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
36-

５
６
６
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請
補
助

　
カ
ー
ド
取
得
を
希
望
す
る
市
民
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
無
料
で
写
真
を
撮
影
し
、

カ
ー
ド
申
請
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

◉
日
時
　
12
月
22
日
㈯
　
10
時
～
17
時

◉
場
所
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
都
城
駅
前
２
階

※�

申
し
込
み
不
要
。
身
分
を
証
明
す
る
も

の
を
持
参

問
　
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
分
室

　
　
☎
23-

２
７
７
４

県
・
市
町
村
合
同
動
産
公
売
会

　
税
金
滞
納
に
よ
る
差
し
押
さ
え
物
品
を

公
売
し
ま
す
。

◉
日
時
　
12
月
15
日
㈯
　
９
時
～

◉
場
所
　
宮
崎
市
生
目
の
杜も

り

運
動
公
園
体

育
館

◉
物
件
　
液
晶
テ
レ
ビ
、
焼
酎
な
ど

※�

身
分
を
証
明
す
る
も
の
と
印
鑑
（
ス
タ

ン
プ
式
を
除
く
）
を
持
参

問
　
納
税
管
理
課
　
☎
23-

２
１
２
６

差
し
押
さ
え
不
動
産
の
公
売
会

◉
日
時
　
２
月
27
日
㈬
　
14
時
～

◉
場
所
　
市
役
所
本
館
６
階
入
札
室

◉
物
件
　
市
が
差
し
押
さ
え
た
不
動
産

　
　
　
　（
郡
元
町
の
畑
）

※�

入
札
参
加
に
は
、
農
業
委
員
会
発
行
の

買
受
適
格
証
明
が
必
要
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

問
　
納
税
管
理
課
　
☎
23-

２
１
２
６

平
成
31
年
度

競
争
入
札
参
加
資
格
の
追
加
受
け
付
け

◉
有
効
期
間

４
月
１
日
㈪
～
２
０
２
０
年
３
月
31
日
㈫

【
建
設
工
事
】

　
競
争
入
札
参
加
資
格
受
け
付
け
と
同
時

に
、
建
設
業
者
工
事
施
工
能
力
（
等
級
格

付
）
の
追
加
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

◉
日
程
　
１
月
18
日
㈮
～
31
日
㈭
（
郵
送

の
場
合
は
１
月
29
日
㈫
ま
で
に
必
着
）

◉
格
付
業
種
　
①
土
木
一
式
工
事
、
②
建

築
一
式
工
事
、③
電
気
工
事
、④
管
工
事
、

⑤
舗
装
工
事
、
⑥
水
道
施
設
工
事

◉
格
付
対
象
　
市
内
に
本
店
が
あ
り
、
本

市
の
有
資
格
業
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い

る
事
業
者

【
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
】

◉
日
程
　
２
月
４
日
㈪
～
15
日
㈮
（
郵
送

の
場
合
は
２
月
13
日
㈬
ま
で
に
必
着
）

※�

物
品
や
印
刷
、役
務
は
随
時
受
け
付
け
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

く
だ
さ
い

申
問
　
契
約
課
　
☎
23-

２
１
２
２

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
の
発
行

　
確
定
申
告
や
住
民
税
申
告
時
の
社
会
保

険
料
控
除
の
た
め
に
使
用
す
る
、
国
民
健

康
保
険
税
納
付
証
明
書
や
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
納
付
証
明
書
、
介
護
保
険
料
納

付
証
明
書
を
、１
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
人
ま
た
は
同
世
帯
の
人
が
、

窓
口
で
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
場
合

は
、
運
転
免
許
証
な
ど
に
よ
る
本
人
確
認

が
必
要
で
す
。
そ
れ
以
外
の
人
が
窓
口
で

交
付
を
受
け
る
場
合
は
、
運
転
免
許
証
な

ど
の
身
分
を
証
明
す
る
も
の
と
委
任
状
が

必
要
で
す
。

※�

委
任
状
は
、
①
証
明
書
が
必
要
な
人
の

住
所
・
氏
名
・
押
印
、
②
代
理
申
請
お

よ
び
受
領
す
る
人
の
住
所
・
氏
名
、
③

納
付
証
明
の
発
行
を
委
任
す
る
年
の
３

点
が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
、
様
式
は
問

い
ま
せ
ん

問
　
保
険
年
金
課
　
☎
23-

７
１
４
４

　
　
介
護
保
険
課
　
☎
23-

２
５
９
６

寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業

◉
対
象
　
要
介
護
１
～
５
ま
た
は
そ
れ
に

準
ず
る
状
態
の
65
歳
以
上
の
人
、
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
65
歳
以
上
で
身
体

障
害
者
手
帳
２
級
の
人
の
う
ち
、
身
体
の

障
が
い
や
傷
病
な
ど
の
理
由
で
、
本
人
ま

た
は
同
居
家
族
に
よ
る
寝
具
の
衛
生
管
理

が
困
難
な
人

※
入
院
・
施
設
入
所
者
は
除
く

◉
利
用
料
　
４
０
０
円

◉
対
象
物
　
掛
け
布
団
、
敷
布
団
、
毛
布

（
各
１
点
）　

◉
寝
具
回
収
日
　
２
月
18
日
㈪
・
19
日
㈫

（
予
備
日
：
２
月
20
日
㈬
）

※�

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
済
み
の
布
団
な
ど
の
配

達
は
、
回
収
日
か
ら
約
１
週
間
後

◉
回
収
時
準
備
す
る
も
の
　
印
鑑
（
ス
タ

ン
プ
式
を
除
く
）、
利
用
料
、
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
す
る
対
象
物

◉
そ
の
他
　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
中
は
、
布
団

の
貸
し
出
し
は
行
い
ま
せ
ん
。
回
収
・
配

達
は
市
の
委
託
業
者
が
行
い
ま
す
が
、
回

収
の
日
時
は
市
か
ら
連
絡
し
ま
す
。な
お
、

回
収
・
配
達
時
に
は
必
ず
本
人
ま
た
は
家

族
の
立
ち
会
い
が
必
要
で
す

申
問
　
１
月
18
日
㈮
ま
で
に
介
護
保
険
課

☎
23-

３
１
８
４

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

労
働
保
険
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
含
む
労
働
者
を

１
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
、
労

働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加

入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
労
働
保
険
の
加
入
が
ま
だ
の
事
業
主

は
、
必
ず
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
宮
崎
労
働
局

　
　
☎
０
９
８
５-

38-

８
８
２
２

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城

　
　
☎
22-

１
７
４
５
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INFORMATION 毎月第３日曜日は「家庭の日」申 問は申し込み、 は問い合わせ

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
◎みやざき医療ナビも利用ください

月日 医療機関名 電話番号
12/24
㈪

はしぐち小児科 24-5500
ライフクリニック（内） 39-2525
あきづき医院（内・心内） 36-0534
メディカルシティ東部病院（外）22-2240
池之上整形外科（整・ﾘﾊ・ﾘｳ）23-2311
中山産婦人科医院 23-8815
山崎歯科医院 24-3332

12/29
㈯

政所医院（小・内） 58-2171
瀬ノ口医院（内・消） 25-5155
しげひらクリニック（内） 27-5555
もりやま脳神経外科（脳） 21-6888
石井皮膚科医院 23-4588
いそいち産婦人科医院 22-4585
東歯科医院 52-6004

12/30
㈰

仮屋医院（内・小） 36-0521
野辺医院（内・胃） 22-0153
いづみ内科医院 22-7111
柳田病院（脳・外） 22-4862
なかむら整形外科クリニック 36-5333
岩下耳鼻咽喉科 51-1187
ハートデンタルクリニック 58-7700

12/31
㈪

畠中小児科医院 52-6000
三嶋内科 24-7171
黒松病院（内） 38-1120
たかお浜田医院（外・内） 22-8818
なかはら皮膚科医院 22-1455
小山田眼科医院 22-0710
デンタルオフィス松田 23-8055

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認ください

●休日当番薬局

12/24㈪ ウエスト、リブ、すずかけ、サクラ、
チェロ

12/29㈯ 高城、姫城、みどり、サン久保原、古川

12/30㈰ そうごう志和池、あい、東町、アンジュ、ひむか三股

12/31㈪ ひばり、そうごうたかお、ひまわり、セイシェル

みやざき医療ナビ

宝
く
じ
助
成
事
業

　
一
般
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ

ー
が
行
っ
て
い
る

宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し

て
、
宝
く
じ
の
受

託
事
業
収
入
を
財

源
と
し
て
実
施
し

て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
の

助
成
を
受
け
て
、

祝
吉
地
区
早
水
自
治
公
民
館
が
屋
外
放
送

設
備
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
連
絡
が
素
早
く
広
範
囲
に
で
き

る
こ
と
か
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課

　
　
☎
23-

７
１
４
６

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
は

お
済
み
で
す
か

　
事
前
に
電
話
か
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※�

生
活
保
護
世
帯
や
市
民
税
非
課
税
世
帯

に
属
す
る
人
は
、
生
活
保
護
受
給
者
証

明
書
、
市
が
発
行
す
る
各
種
検
診
自
己

負
担
金
免
除
通
知
書
を
提
出
ま
た
は
提

示
す
れ
ば
、
検
診
料
を
免
除

◉
対
象
　
本
年
度
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・

65
・
70
歳
に
な
る
女
性

※
検
診
案
内
は
８
月
に
送
付
済
み
。
現
在

　
治
療
中
の
人
や
、
今
年
度
に
同
等
の
検

　
診
を
受
診
済
み
ま
た
は
受
診
予
定
の
人

　
は
対
象
外

◉
日
程
　
12
月
５
日
㈬
・
７
日
㈮
・
12
日

㈬
・
14
日
㈮

◉
受
付
時
間
　
14
時
～
14
時
15
分

◉
場
所
　
都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（
太
郎
坊
町
）

◉
定
員
　
１
日
20
人
　
※
申
し
込
み
順

◉
検
診
料
　
４
０
０
円

申
問
　
健
康
課
　
☎
23-

２
７
６
５

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
制
度

　
２
０
１
９
年
10
月
１
日
㈫
か
ら
消
費
税

率
が
10
㌫
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
同
時

に
、
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

　
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
な
ど
を
対

象
に
、
複
数
税
率
対
応
レ
ジ
の
導
入
や
受

発
注
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
が
必
要
な
場
合

に
、
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

問
　
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

　
　
☎
０
５
７
０-

０
８
１-

２
２
２

お
わ
び
と
訂
正

　
広
報
11
月
号
６
・
７
ペ
ー
ジ
「
行
政
区

域
の
変
遷
」
で
鹿
児
島
の
位
置
に
一
部
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
崎
県
の
併

合
の
年
を
「
明
治
８
年
」
と
掲
載
し
て
い

ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
明
治
９
年
」
で

す
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

　
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
修
正

し
た
広
報
都
城
11
月
号
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

問
　
秘
書
広
報
課
　
☎
23-

３
１
７
４

行政区域の変遷

※黒丸は、現在の地名です

MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2018.1225
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現
在
の
高
城
町
大
井
手
・
穂
満
坊
に
位

置
し
た
高
城
（
月が

っ

山さ
ん

日ひ

和わ

城じ
ょ
う）
は
、
14
世

紀
ご
ろ
の
南
北
朝
期
に
肝き

も
つ
き
か
ね
し
げ

付
兼
重
が
築
城

し
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
後
、
伊
東
氏
や

北ほ
ん
ご
う郷

氏
な
ど
に
よ
る
激
し
い
争
奪
戦
が
行

わ
れ
た
ほ
ど
、戦
略
上
重
要
な
城
で
し
た
。

 

　
こ
の
写
し
か
ら
、
月
山
日
和
城
が
台

地
を
堀
で
区
切
っ
た
八
つ
の
曲く

る

　わ輪
（
区
画
）

で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
分
か
っ
て
い

ま
し
た
が
、
最
も
北
側
に
あ
る
台
形
の
曲

輪
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
詳
細
は
分
か

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、終
戦
直
後
の
航
空
写
真
か
ら
、

曲
輪
の
外
堀
と
推
測
さ
れ
た
箇
所
が
、
平

成
28
年
の
試
掘
調
査
で
、
大
規
模
に
埋
め

立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

地
中
に
は
外
周
約
６
０
０
㍍
の
外
堀
も
そ

の
ま
ま
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
月

山
日
和
城
の
全
容
解
明
に
つ
な
が
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

美
術
館

都
城
市
立

vol.8
　
明
治
２
年
（
１
８
６
９
）、
都
城
島

津
家
26
六
代
当
主
島
津
久ひ

さ
ひ
ろ寛
は
、
版

籍
奉
還
に
従
い
領
地
を
返
納
し
、
現

在
の
鹿
児
島
市
に
居
住
。
そ
の
後
、

明
治
10
年
５
月
３
日
、
西
南
戦
争
の

戦
火
を
逃
れ
る
た
め
、
祖
父
の
島
津

久ひ
さ
み
つ光

と
共
に
桜
島
へ
移
り
ま
し
た
。

　
こ
の
史
料
に
は
、
久
寛
が
桜
島
に

避
難
し
て
い
る
様
子
だ
け
で
な
く
、

西
郷
軍
や
戦
争
の
状
況
が
、
都
城
島

津
家
の
旧
家
臣
に
よ
り
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
中
で
「
県
下
人
心
恟き

ょ
う
き
ょ
う々

鼎か
な
えノ

沸
ク
ガ
如
ク
」と
記
さ
れ
て
い
て
、

こ
の
戦
争
を
人
々
が
、
煮
え
た
ぎ
る
金か

な

鍋な
べ

が
カ
タ
カ
タ
と
震
え
る
よ
う
に
お
の

の
い
て
い
た
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
主
不
在
の
鹿
児
島
の
邸

宅
を
守
る
た
め
、
旧
家
臣
が
都
城
か

ら
鹿
児
島
へ
移
り
住
み
ま
し
た
。
し

か
し
、
激
し
い
戦
火
に
よ
り
、
重
要

文
書
や
貴
重

な
品
々
が
失

わ
れ
た
た
め
、

旧
家
臣
が
久

寛
に
事
態
を

わ
び
る
言
葉

も
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

都
城
島
津

ぼ
ん
ち
く
ん
と

「
明
治
十
年
桜
島
滞
在
中
日
誌
」

「
日ひ

わ和
城じ

ょ
う
か
く郭
絵
図
写
」

伝
承
館
だ
よ
り

歴
史
探
訪

施設
紹介

問　管理事務所（志比田町）　☎25-5242

問　市立美術館　☎25-1447

問
　
文
化
財
課
　
☎
23-

９
５
４
７

問
　
都
城
島
津
邸
　
☎
23-

２
１
１
６

市民16万人の台所
　都城市公設地方卸売市場は、市内に点在していた市場を、
昭和55年に整備統合。青果や水産、花きの３つの部門から
なる公設の卸売市場です。日々の食に欠かすことのできな
い生鮮食料品などを扱う本市の拠点市場として、市民の皆
さんに「安全と安心」を届けています。
　同市場は、出荷者や卸売業者、仲卸業者が売り買いする
場であるほか、市民の皆さんも活気のある市場の雰囲気を
味わいながら、気軽に買い物や食事を楽しむことができる
「市場の駅」があります。これから、買い物の機会が増える
年末年始を迎えます。生花やお土産なども豊富にそろえた
市場の駅を、ぜひ、利用ください。

※営業時間は店舗ごとに異なります

　市立美術館前庭の桜の下で、身をかがめ同館に向
かって手を合わせるブロンズ像。不軽菩薩は、法

ほ け

華
経
きょう

に登場する菩薩で、出会う人全てを敬い、手を合
わせて拝んだことから、その名が付けられました。
　鷹尾町で生まれた作者の橋口弘道（1938年～）は、
都城泉ヶ丘高校美術部で野口徳次に学び、東京芸術
大学彫刻科へ進学。その後、インドなどでの海外放
浪を経て、日南市にアトリエを構えました。インド
での体験を元に、仏像と仏画の制作をライフワーク
として創作活動にいそしんでいます。
　都城にゆかりのある芸術家が手掛けた、優しく柔
らかな表情で佇む不軽菩薩に会いに来てみませんか。

「不
ふ

軽
きょう

菩
ぼ

薩
さ つ

」平成２年　橋口 弘道 作（ブロンズ）

※�

高
城
郷
土
資
料
館
に
て
展
示
中

都城市公設地方卸売市場
市場の駅

26広報 都城 平成30年12月号

【点灯日時】　1月14日㈪まで　17：00～22：00
【点灯場所】　Mallmall、ウエルネス交流プラザ、各商店街など
◎問い合わせ　まちなかイルミネーション事務局（商工政策課内）　☎23-2983

図
書
館
だ
よ
り

中心市街地
中 核 施 設まるまる！

行こうよ！

◎問い合わせ　　都城市立図書館　☎22－0239　　高城図書館　☎58－4224

　生きていくためのヒントを聞くトークショーを
開催。今回は、版画家・黒木周さんとグラフィッ
クアーティスト・ステレオテニスさんのクリエー
ター同士が対談します。お楽しみに！

おしえて、先輩！

都城市立図書館	 ●休館日／原則無休	 ●開館時間／９：00～21：00
高 城 図 書 館	 ●休館日／12月11日～16日・18日・23日・25日、28日～1月4日	 ●開館時間／９：30～18：00

　今年は新たにMallmallにもイルミネーションを設置し、78万球もの幻想的な光がまちなかを鮮やかに彩ります。

今年もまちなかイルミネーションを開催！

　「Maker」は、単なる「作る人」で
はなく「アイデアを形にする人」。手
を動かし、ものづくりに携わってき
た人たちのエッセーとインタビュー。

John  Baichtal（編） 野中モモ（訳）
オライリー・ジャパン（出版）

物を作って生きるには一般

　太宰治から村上春樹まで古今の書
き手が話すことや、人付き合いの難
しさについて語ります。時代を越え
ても悩みは共通。

浅田次郎ほか（著）
河出書房新社（出版）

話しベタですが…一般

　ページをめくるたびに、２つの丸
い穴が違った表情に見えます。「まる
まるふにゃり」「まるまるえっへん」。
何に見える？

中辻悦子（作）
福音館書店（出版）

まるまる児童

おしえて、先輩！
好きなことで生きてくヒント

【日時】12月22日㈯　17:30～

まちなかイベント

◦MIYAKONJOぼんちマルシェ	 【日時】12月 9日㈰　10:00～15:00　　【場所】まちなか広場

◦ｍallmallマルシェ 【日時】12月23日㈰　14:00～20:00　　【場所】まちなか広場、ウエルネス交流プラザ

…イルミネーション点灯エリア

中央通り付近
特設会場

ときわ通り
特設会場

まちなか広場

交流プラザ

図書館
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現
在
の
高
城
町
大
井
手
・
穂
満
坊
に
位

置
し
た
高
城
（
月が

っ

山さ
ん

日ひ

和わ

城じ
ょ
う）

は
、
14
世

紀
ご
ろ
の
南
北
朝
期
に
肝き

も
つ
き
か
ね
し
げ

付
兼
重
が
築
城

し
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
後
、
伊
東
氏
や

北ほ
ん
ご
う郷

氏
な
ど
に
よ
る
激
し
い
争
奪
戦
が
行

わ
れ
た
ほ
ど
、戦
略
上
重
要
な
城
で
し
た
。

 

　
こ
の
写
し
か
ら
、
月
山
日
和
城
が
台

地
を
堀
で
区
切
っ
た
八
つ
の
曲く

る

　わ輪
（
区
画
）

で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
分
か
っ
て
い

ま
し
た
が
、
最
も
北
側
に
あ
る
台
形
の
曲

輪
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
詳
細
は
分
か

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、終
戦
直
後
の
航
空
写
真
か
ら
、

曲
輪
の
外
堀
と
推
測
さ
れ
た
箇
所
が
、
平

成
28
年
の
試
掘
調
査
で
、
大
規
模
に
埋
め

立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

地
中
に
は
外
周
約
６
０
０
㍍
の
外
堀
も
そ

の
ま
ま
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
月

山
日
和
城
の
全
容
解
明
に
つ
な
が
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

美
術
館

都
城
市
立

vol.8

　
明
治
２
年
（
１
８
６
９
）、
都
城
島

津
家
26
六
代
当
主
島
津
久ひ

さ
ひ
ろ寛

は
、
版

籍
奉
還
に
従
い
領
地
を
返
納
し
、
現

在
の
鹿
児
島
市
に
居
住
。
そ
の
後
、

明
治
10
年
５
月
３
日
、
西
南
戦
争
の

戦
火
を
逃
れ
る
た
め
、
祖
父
の
島
津

久ひ
さ
み
つ光

と
共
に
桜
島
へ
移
り
ま
し
た
。

　
こ
の
史
料
に
は
、
久
寛
が
桜
島
に

避
難
し
て
い
る
様
子
だ
け
で
な
く
、

西
郷
軍
や
戦
争
の
状
況
が
、
都
城
島

津
家
の
旧
家
臣
に
よ
り
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
中
で
「
県
下
人
心
恟き

ょ
う
き
ょ
う々

鼎か
な
えノ

沸
ク
ガ
如
ク
」と
記
さ
れ
て
い
て
、

こ
の
戦
争
を
人
々
が
、
煮
え
た
ぎ
る
金か

な

鍋な
べ

が
カ
タ
カ
タ
と
震
え
る
よ
う
に
お
の

の
い
て
い
た
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
主
不
在
の
鹿
児
島
の
邸

宅
を
守
る
た
め
、
旧
家
臣
が
都
城
か

ら
鹿
児
島
へ
移
り
住
み
ま
し
た
。
し

か
し
、
激
し
い
戦
火
に
よ
り
、
重
要

文
書
や
貴
重

な
品
々
が
失

わ
れ
た
た
め
、

旧
家
臣
が
久

寛
に
事
態
を

わ
び
る
言
葉

も
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

都
城
島
津

ぼ
ん
ち
く
ん
と

「
明
治
十
年
桜
島
滞
在
中
日
誌
」

「
日ひ

わ和
城じ

ょ
う
か
く郭
絵
図
写
」

伝
承
館
だ
よ
り

歴
史
探
訪

施設
紹介

問　管理事務所（志比田町）　☎25-5242

問　市立美術館　☎25-1447

問
　
文
化
財
課
　
☎
23-
９
５
４
７

問
　
都
城
島
津
邸
　
☎
23-

２
１
１
６

市民16万人の台所
　都城市公設地方卸売市場は、市内に点在していた市場を、
昭和55年に整備統合。青果や水産、花きの３つの部門から
なる公設の卸売市場です。日々の食に欠かすことのできな
い生鮮食料品などを扱う本市の拠点市場として、市民の皆
さんに「安全と安心」を届けています。
　同市場は、出荷者や卸売業者、仲卸業者が売り買いする
場であるほか、市民の皆さんも活気のある市場の雰囲気を
味わいながら、気軽に買い物や食事を楽しむことができる
「市場の駅」があります。これから、買い物の機会が増える
年末年始を迎えます。生花やお土産なども豊富にそろえた
市場の駅を、ぜひ、利用ください。

※営業時間は店舗ごとに異なります

　市立美術館前庭の桜の下で、身をかがめ同館に向
かって手を合わせるブロンズ像。不軽菩薩は、法

ほ け

華
経
きょう

に登場する菩薩で、出会う人全てを敬い、手を合
わせて拝んだことから、その名が付けられました。
　鷹尾町で生まれた作者の橋口弘道（1938年～）は、
都城泉ヶ丘高校美術部で野口徳次に学び、東京芸術
大学彫刻科へ進学。その後、インドなどでの海外放
浪を経て、日南市にアトリエを構えました。インド
での体験を元に、仏像と仏画の制作をライフワーク
として創作活動にいそしんでいます。
　都城にゆかりのある芸術家が手掛けた、優しく柔
らかな表情で佇む不軽菩薩に会いに来てみませんか。

「不
ふ

軽
きょう

菩
ぼ

薩
さ つ

」平成２年　橋口 弘道 作（ブロンズ）

※�

高
城
郷
土
資
料
館
に
て
展
示
中

都城市公設地方卸売市場
市場の駅
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　利用しません

　10月号に寄せられたお便り

vol.2

ジ
ョ
ー
ジ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
ー

ナ
ン
さ
ん
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

国
際
交
流
員
の

ひ
と
り
ご
と

オーストラリアへ良い旅を！

このコーナーでは、「わたしの一言」
の中から一部を紹介します。また、
皆さんから寄せられた意見を、今後
の広報紙に生かしていきます。

　都城に来てから「オーストラリアに行ってみたい！」
と話す人にたくさん会ったので、今回はオーストラ
リアの観光について紹介します。
　オーストラリアは今、春の盛りで一番良い旅行時
期を迎えています。植物園には花が咲き誇り、ビク
トリア州での清涼キャンプやクイーンズランド州で
の海遊びなど、さまざま場所で楽しいことがたくさ
んあります。中でも、一番のお勧めは、西オースト
ラリア州で見られる「月への階段」です。干潮のロ
ーバック湾に映る月明かりが、まるで月へ登る階段
のように見えることから、そのように呼ばれています。
ぜひ、見に行ってほしい素晴らしい景色です。

◎問い合わせ　国際化推進室　☎23-2295

わ
け
も
ん
通
信
vol.8

自治公民館に入って5年。子育てをしながら公民館と
のつながりがようやく分かってきた気がします。 　　
　　　　　 　　　　　　（下川東一丁目　ささちゃん）

都城以外に住んだことがないので、ふれあいアンケー
トの調査結果を見て、都城の良さを改めて感じました。
　　　　　　　　　　　　　　　 （年見町　Y･Hさん）

子どもがジュニア・リーダー主催のキャンプに参加し、
子ども中心の活動で楽しんでいました。学校の授業も
大切ですが、このような活動も子どもを成長させる一
つだと思います。 　　　　（高城町穂満坊　M･Tさん）

柳田酒造の柳田正さんを取り上げた「人の風景」を読
んで、伝統を守っていくことの意味や決意などがすご
いことだと思いました。都城の企業代表として頑張っ
てもらいたいです。　　　　（蓑原町　なおばあばさん）

念願の全国大会出場を目指す
　9月の九州高校女子サッカー選手権宮崎県
予選で、都城聖ドミニコ学園高校サッカー部
が前回覇者の宮崎日大高校を破り、見事、初優勝に輝
きました。決勝で2得点を挙げ勝利を決めた中㟢理

り こ

子
さん（3年）は「個々のレベルを高め、チームの調子
を上げてきた。優勝できてうれしい」と喜びを語ります。
　11月の九州大会では、初戦を勝ち抜いたものの、惜
しくも全国大会への切符を逃した同部。部長の松岡杏

あんず

さん（3年）は「初めての
全国大会出場を目指してい
たので、悔しい。私たち3
年は、今回で引退するが、
後輩たちには全国大会出場
を実現してほしい」と期待
を込めていました。

盆
地
生
ま
れ
の

元
気
レ
シ
ピ
！

◎問い合わせ　健康課　☎23-2765

ゴボウ……………………………… 200g
だし汁（カツオ）………………… 200cc
砂糖………………………………… 小 1
みりん………………………………… 小 1
しょうゆ（濃口）… ……………… 大 1/2
片栗粉……………………………… 大 1
揚げ油……………………………… 適量

※お好みで、片栗粉に青のりを混ぜて
　もおいしく食べられます

※ 1人分／ 91kcal、塩分 0.38g

①

②

③

④

⑤

【下準備】
ゴボウは4～ 5cmの長さに切り、太い部
分は半分～ 1/4 の太さに切る。

鍋にゴボウとだし汁を入れ、ひたひたに
なるように水で調整し、火にかける。
①が沸騰したら、砂糖、みりん、しょう
ゆの順に入れ、弱火～中火で約 15 分
煮る。煮汁が少なくなったら、火を止め
て味を含ませる。
②が冷めたら、鍋から取り出し、表面を
キッチンペーパーで軽く拭き取る。
ビニール袋に③と片栗粉を入れ、揉み
ながら衣を付ける。
④を 180 度に熱した油で、表面がカラ
っとなるように揚げる。

材料（4人分） 作り方

ゴボウの唐揚げ

④

②

だし汁を上手に使って、減塩に！
◀食生活改善推進員（沖水地区）　亀田  康代  さん

　都城で生産が盛んなゴボウは、食物繊維が豊富な野菜で
す。皮にも栄養がたくさん含まれているので、皮をむかず
タワシや包丁の背でこすると、栄養分を損ないません。
　だし汁の旨味を利用すると、薄味でもおいしく食べられ、
減塩にもつながります。また、よくかんで食べると、食べ
過ぎを防止します。
●体調を崩しやすい季節を迎えます。野菜をたくさん食べ、免疫力を高めましょう！
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都城以外に住んだことがないので、ふれあいアンケー
トの調査結果を見て、都城の良さを改めて感じました。
　　　　　　　　　　　　　　　 （年見町　Y･Hさん）

子どもがジュニア・リーダー主催のキャンプに参加し、
子ども中心の活動で楽しんでいました。学校の授業も
大切ですが、このような活動も子どもを成長させる一
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編集後記
　冬に入り、次第に肌寒くなってきましたね。屋外で
の取材も、少し前までは半袖でも汗ばんでいたのに、
今は厚手のパーカーを着ています。県外の人から「宮
崎の冬は暖かい」との声を聞きますが、都城の「霧島
おろし」は非常に凍えます。市外出身の私はというと、
昨年は霧島おろしに耐えきれず、つい、こたつに深く
潜り込んで休日を過ごしてしまいました。今年は、ま
ちなかイルミネーションのエリアが広がり、より豪華
になったので、自宅にこもらず、外に出掛けて冬を楽
しもうと思います。　　　　　　　　　　　　　 　（斉）

ラジオ番組の案内
■MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54 ～15：59（再）

テレビ番組の案内
■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）

「みやこんじょジャーナル」　※毎回10分間放送
① 6：50 ～　②11：50 ～　③16：50 ～
④20：50 ～　⑤22：50 ～

市の提供番組紹介

都城市現住人口

スマートフォンか
らも市政情報を
確認できます。

地域を守る自主防災組織

安全・安心情報
◎問い合わせ　危機管理課　☎23-2129

詳しくは、市ホームページで確認するか、
各団体に問い合わせください。

NPOのイベント情報

NPO通信
市内で
がんばる
団体を紹介

　子どもが自由に学び、大人も一緒に生き生きと過ごせ
る場を提供するため、子どものために活動する団体など
と連携・交流しながら、子どもの心と体を育む活動をし
ています。特に、自然の中でのさまざまな体験を通して、
子どもの生きる力を高めています。
【ホームページ】　https://kojinomori.jimdo.com/

こじぃの森・こどもの時
と

間
き

自然の中で学び、生きる力を育む

◎問い合わせ　☎39-5855

日　時 イベント名 場　所 問い合わせ

12/11㈫
19時30分〜
21時

男性のための
婚活講座

エンクエントロ
（中町13-22オー
バルパティオ内）

婚活支援良縁
どっと混む（黒木）
☎070-5530-7964

12/12㈬・
26㈬、1/9㈬
10時30分〜

健やかヨガ
特別養護老人
ホーム霧島荘
（山之口町花木
2302-1）

シャクティー（福元）
☎090-2519-6282

12/12㈬、
1/9㈬
11時〜15時

もみじサロン ビ助っ人（志比
田町3362-2）

ビ助っ人（新宮）
☎57-7744

12/15㈯
13時〜15時

家族で防災頭
巾を作ろう！

都原児童
センター

子育て応援団
ひいらぎ（東）
☎24-9110

12/15㈯
15時〜、
12/16㈰
13時〜

人口減少時代
のまちづくり
in都城

M
ま る ま る
allmall内
各施設

ライフサポートセン
ターHAPPY（八反田）
☎090-2855-0482

12/22㈯
19時〜
21時30分

ほんわかスイー
ツパーティー

エンクエントロ
（中町13-22オー
バルパティオ内）

婚活支援良縁
どっと混む（黒木）
☎070-5530-7964

12/24㈪
10時〜13時

森のステージ完
成記念　クリス
マスコンサート

どんぐり村
こども自然塾
（上水流町4142）

どんぐり1000年の
森をつくる会（徳永）
☎57-5228

1/6㈰
10時〜16時

陽だまり
ライブラリー

妻ケ丘地区
公民館

桜ます（谷ヶ久保）
☎090-7165-6207

1/13㈰
15時〜

講演会「発達障が
いのある子どもた
ちにできること」

まちなか交流セ
ンター多目的室
（Mallmall内）

子育てネットおひさ
まとはらっぱ（岡本）
☎39-5866

平成30年11月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,781世帯 （57） （265）
人口総数 161,988人 （20） （－1,039）
男　　性 76,185人 （21） （－463）
女　　性 85,803人 （－1） （－576）
※平成27年国勢調査に基づく推計人口です

　災害時の被害を最小限に抑えるための防災・
減災活動は、地域の皆さん一人一人の「自助」と、
地域住民が協力し合う「共助」により効果が
高まります。特に大規模災害時は、行政機関
による「公助」だけでは早急な対応が難しく、
自助・共助の充実を図っておくことが極めて重
要です。
　市内では、共助のための「自主防災組織」
が約９割の自治公民館で組織されています。
日ごろから住民同士で声掛けし、互いに防災
備蓄品や災害発生
時の行動を確認す
るなど、コミュニテ
ィを活性化して地域
の防災力を高めまし
ょう。 自主防災組織に配備される資機材の例

POST  CARD
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都城市役所 秘書広報課 行
（広報 都城  NO.156  2018年12月号）

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

62円切手を
お貼りください

フ リ ガ ナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

都城市を盛り上げてくれる、 PR連携店やみやこんじょ大使を紹介！
◎問い合わせ　みやこんじょ PR 課　☎23-2615

プレゼントの応募方法

商品提供事業者

　日
本
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
界
を

代
表
す
る
シ
ェ
フ
上
原
雄
三
さ

ん
に
「
都
城
の
食
材
を
生
か
す
」

を
テ
ー
マ
に
聞
き
ま
し
た
。

　昨
年
、
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ

と
都
城
で
「
本
物
の
肉
と
焼
酎

を
味
わ
う
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

都
城
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

の
グ
ラ
ン
ド
メ
ニ
ュ
ー
開
発
の

監
修
を
引
き
受
け
ま
し
た
。
以

前
か
ら
、
都
城
盆
地
の
食
材
に

対
し
て
厚
い
信
頼
を
寄
せ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
良
さ
を
う
ま

く
引
き
出
し
て
い
る
レ
ス
ト
ラ

ン
が
地
元
に
少
な
い
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
し
た
。
料
理
も
洋
服

と
同
じ
よ
う
に
流
行
が
あ
り
ま

す
。
シ
ェ
フ
に
は
、
常
に
ア
ン

テ
ナ
を
張
り
巡
ら
し
、
流
行
を

日
本
一
に
ふ
さ
わ
し
い

メ
ニ
ュ
ー
で
お
も
て
な
し

三股町出身、都城泉ヶ丘高校卒業。
神戸六甲山ホテル入社。その後アメリ
カアトランタ総領事館の料理長を務め、
1977年に渡仏。帰国後、1993年にはボ
キューズドール世界大会日本代表選出。
さらに、ル・パピヨン・ド・パリ顧問、
六本木ヒルズクラブ副総料理長、アー
クヒルズクラブ総料理長を務め、現在
はホテルココ・グラン高崎の顧問に就任。
7月28日、みやこんじょ大使を委嘱。

先
取
り
し
た
味
や
盛
り
付
け
で

素
材
の
個
性
を
生
か
す
メ
ニ
ュ

ー
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
回
、
私
が
国
内
外
で
50
年
近

く
培
っ
て
き
た
フ
レ
ン
チ
の
経

験
を
都
城
に
還
元
で
き
た
ら
う

れ
し
い
と
思
い
、監
修
し
ま
し
た
。

　今
後
、
都
城
盆
地
に
あ
る
レ

ス
ト
ラ
ン
が
、
日
本
や
世
界
に

食
文
化
を
発
信
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、

都
城
を
訪
れ
た
人
が
、
グ
ラ
ン

ド
メ
ニ
ュ
ー
を
通
し
て
、
本
物

の
食
材
を
思
う
存
分
堪
能
し
て

も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

監修したグランドメニュー

今月の読者プレゼント

みやこんじょ盛り上げ隊！

はがきに住所、氏名、電話番号と、12月号を読んだ感想など
を書いて〒885-8555まで。
応募者の中から抽選でプレゼントを差し上げます。
　※読者プレゼントの寄付事業者を募集しています。詳細は、
　　秘書広報課まで問い合わせください
◎応募締め切り	 12月31日㈪　当日消印有効
◎当 選者発表	 本紙２月号
◎10月号当選者	 山田順子さん　他２人
◎10月号応募総数	 50通

都城ワイナリー（吉之元町5265-214）　☎・FAX 33-1111
　「肉のふるさと・都城」の肉料理によく合う同ワイナリ
ー自信の逸品。お歳暮や年始の贈答用にもお薦めです。
道の駅でも購入できますので、ぜひ、ご賞味ください。

［都城産ワイン2本セット（赤・白）	2組］
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編集後記
　冬に入り、次第に肌寒くなってきましたね。屋外で
の取材も、少し前までは半袖でも汗ばんでいたのに、
今は厚手のパーカーを着ています。県外の人から「宮
崎の冬は暖かい」との声を聞きますが、都城の「霧島
おろし」は非常に凍えます。市外出身の私はというと、
昨年は霧島おろしに耐えきれず、つい、こたつに深く
潜り込んで休日を過ごしてしまいました。今年は、ま
ちなかイルミネーションのエリアが広がり、より豪華
になったので、自宅にこもらず、外に出掛けて冬を楽
しもうと思います。　　　　　　　　　　　　　　（斉）

ラジオ番組の案内
■MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54 ～15：59（再）

テレビ番組の案内
■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）

「みやこんじょジャーナル」　※毎回10分間放送
① 6：50 ～　②11：50 ～　③16：50 ～
④20：50 ～　⑤22：50 ～

市の提供番組紹介

都城市現住人口

スマートフォンか
らも市政情報を
確認できます。

地域を守る自主防災組織

安全・安心情報
◎問い合わせ　危機管理課　☎23-2129

詳しくは、市ホームページで確認するか、
各団体に問い合わせください。

NPOのイベント情報

NPO通信
市内で
がんばる
団体を紹介

　子どもが自由に学び、大人も一緒に生き生きと過ごせ
る場を提供するため、子どものために活動する団体など
と連携・交流しながら、子どもの心と体を育む活動をし
ています。特に、自然の中でのさまざまな体験を通して、
子どもの生きる力を高めています。
【ホームページ】　https://kojinomori.jimdo.com/

こじぃの森・こどもの時
と

間
き

自然の中で学び、生きる力を育む

◎問い合わせ　☎39-5855

日　時 イベント名 場　所 問い合わせ

12/11㈫
19時30分〜
21時

男性のための
婚活講座

エンクエントロ
（中町13-22オー
バルパティオ内）

婚活支援良縁
どっと混む（黒木）
☎070-5530-7964

12/12㈬・
26㈬、1/9㈬
10時30分〜

健やかヨガ
特別養護老人
ホーム霧島荘
（山之口町花木
2302-1）

シャクティー（福元）
☎090-2519-6282

12/12㈬、
1/9㈬
11時〜15時

もみじサロン ビ助っ人（志比
田町3362-2）

ビ助っ人（新宮）
☎57-7744

12/15㈯
13時〜15時

家族で防災頭
巾を作ろう！

都原児童
センター

子育て応援団
ひいらぎ（東）
☎24-9110

12/15㈯
15時〜、
12/16㈰
13時〜

人口減少時代
のまちづくり
in都城

M
ま る ま る
allmall内
各施設

ライフサポートセン
ターHAPPY（八反田）
☎090-2855-0482

12/22㈯
19時〜
21時30分

ほんわかスイー
ツパーティー

エンクエントロ
（中町13-22オー
バルパティオ内）

婚活支援良縁
どっと混む（黒木）
☎070-5530-7964

12/24㈪
10時〜13時

森のステージ完
成記念　クリス
マスコンサート

どんぐり村
こども自然塾
（上水流町4142）

どんぐり1000年の
森をつくる会（徳永）
☎57-5228

1/6㈰
10時〜16時

陽だまり
ライブラリー

妻ケ丘地区
公民館

桜ます（谷ヶ久保）
☎090-7165-6207

1/13㈰
15時〜

講演会「発達障が
いのある子どもた
ちにできること」

まちなか交流セ
ンター多目的室
（Mallmall内）

子育てネットおひさ
まとはらっぱ（岡本）
☎39-5866

平成30年11月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,781世帯 （57） （265）
人口総数 161,988人 （20） （－1,039）
男　　性 76,185人 （21） （－463）
女　　性 85,803人 （－1） （－576）
※平成27年国勢調査に基づく推計人口です

　災害時の被害を最小限に抑えるための防災・
減災活動は、地域の皆さん一人一人の「自助」と、
地域住民が協力し合う「共助」により効果が
高まります。特に大規模災害時は、行政機関
による「公助」だけでは早急な対応が難しく、
自助・共助の充実を図っておくことが極めて重
要です。
　市内では、共助のための「自主防災組織」
が約９割の自治公民館で組織されています。
日ごろから住民同士で声掛けし、互いに防災
備蓄品や災害発生
時の行動を確認す
るなど、コミュニテ
ィを活性化して地域
の防災力を高めまし
ょう。 自主防災組織に配備される資機材の例
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